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今回の景気動向 特別調査は、
中小企業における人材戦略
です。
※上記内容はフィクションです。

（ちくしんは中小企業の味方です。）

1 ここんにき 預金は「ちくしん」に相談してみよう。

◆　取越教授のみみよりコラム

　　　グローバル人材への切符　日本アニメ（anime）への期待

◆　景気動向調査レポート

◆　特別調査

　　　～中小企業における人材戦略について～

◆　久留米大学だより

　　　地域における「市民性」と「社会起業家精神」の醸成

◆　久留米大学生が社長にきく！

　　　～桑野新研産業 株式会社～

◆　次世代を担う人づくり　～大学生の編集者体験～

◆　久留米大学生が伝統産業を紹介する！　～八女茶～

◆　次世代経営者にきく！　～和菓子 うさぎや～

　　　　　　　　　　　　　～オステリアロトス～

◆　久留米大学生にきく！若者のホンネ

　　　～就職活動について～

　当金庫は、久留米市を中心として八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗町、筑前町
の5市3町を主たる営業エリアとしています。また、本誌に掲載しております景気動向調査を含
めた経済情報についても、同エリアを対象として掲載しています。そのため本誌名は、この辺

り、この周辺といった意味を表わす方言で5市3町を総称し、「ここんにき」としました。

目　次

ここんにき

表紙のデザイン
本誌の表紙は、山田奨馬さん（久留米大学商学部 2022

年度卒）のデザインを使用しています。

久留米絣を羽織った女性の髪を筑後川の流れにたと

え、上流に在りし日の久留米城、下流に水天宮が配置さ

れており、悠久の時の流れも表現していただきました。
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3 ここんにき

業種内訳

製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

１８社 １５社 １７社 １７社 １８社 １８社

監修：久留米大学 商学部　 伊藤 　祐 教授
久留米大学 経済学部 伊佐 　淳 教授

景気動向調査について

景気動向調査の概要

当金庫の営業担当者による面接聞取り調査
当金庫のお取引先企業のうち、久留米市、八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗
町、筑前町に本社を置く従業員規模20名以下の地元中小企業103社（回収率95.4％）

筑後地区の景気動向を把握し、当金庫とお取引いただいてい
る企業の経営者の皆さまに景気に関する情報の提供を行い、
経営にお役立ていただくことを目的としています。

D.I.（ディフュージョン・インデックス）

　景気動向調査における調査結果の分析にD.I.という指標を利用し
ています。
　D.I.とは、経済全体または個別の経済事象について、その変化の方
向と広がりをとらえるための指標で、多くの景気動向調査に利用さ
れている指標です。代表的な各質問項目について、「良い」、「増加」、
「上昇」等と回答した企業の割合から、「悪い」、「減少」、「下降」等と回
答した企業の割合を差し引いて算出しています。

　「ちくしん指数」とは、久留米大学の教授監修のも
とに筑後信用金庫が定めた直感的な景況感を表す独
自の景気動向指数です。景気動向調査対象企業の中
小企業経営者に、外食の回数・代表者が感じる飲食店
の混み具合・業務上のチャンス・従業員への支給ボー
ナスの増減・従業員の有休取得状況などの景況を表
すと思われる項目を聞取り調査し、分析し、組合せる
ことによって算出しています。
　そのほかに独自の調査として、景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、「地元の繁華街に飲みに出
かけた回数」、「取引先を接待した回数」を聞取り、そ
の結果を掲載しています。

調査の目的

調査の時期
調査の対象期間

調査の方法
調査対象企業

独自指数「ちくしん指数」と独自調査

2024年9月
2024年4月～2024年9月の実績
2024年10月～2025年3月の見通し

資産運用は「ちくしん」に相談してみよう。 2ここんにき
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み りよみ
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日
本
ア
ニ
メ（anim

e

）へ
の
期
待
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グ
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ル
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材
に
な
る
に
は

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
で
あ
る
。ど
ん
な
人
に
と
っ
て
も
、

外
国
の
人
た
ち
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
も
は
や
珍
し
く

な
い
。で
き
る
な
ら
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、世
界
中
の
人

と
話
を
弾
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
一
般
に
、語
学
力
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、主
体
性
・
積
極
性
、異
文
化
理

解
の
精
神
な
ど
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、面
白
い
話
題
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
も
ま
た
、非
常
に

重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　
面
白
い
話
題
に
は
、趣
味
や
興
味
の
話
、食
べ
物
の
話
な

ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。た
だ
、ど
ん
な
国
で
も
そ
の
代
表

格
は
、音
楽
、映
画
、演
劇
、遊
園
地
、読
書
、ゲ
ー
ム
、カ
ラ

オ
ケ
、ア
ニ
メ
、マ
ン
ガ
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、

す
な
わ
ち
娯
楽
の
話
で
あ
る
。た
だ
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
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に
は
、国
ご
と
に
独
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性
が
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こ
と
が
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な
く
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え
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、イ
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な
ら
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ケ
ッ
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イ
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ポ
ー
ツ
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ボ
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ッ
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映
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イ
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ッ
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ス
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く

1991年、早稲田大学政治経済学部
卒、大和総研入社。大和総研アメリ
カ、大和証券キャピタル・マーケッツ 
シンガポール、大和アセットマネジ
メントなどを経て、2021年に久留
米大学へ。経済学博士（九州大学）。

【著書】
大和総研『入門の入門 経済の仕組み』
（分担執筆）など
取越・田端・中井『投資家のための「世
界経済」概略マップ』

【趣味】 合気道

久留米大学経済学部教授
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も
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本
ア
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メ
は
重
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な
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た
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う
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。こ
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は
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と
期
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さ
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も
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。日
本
ア
ニ
メ
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、国
ご

と
の
独
自
性
を
超
え
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エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
し
て
、

世
界
中
の
人
た
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特
に
若
者
）が
話
を
弾
ま
せ
る
、世
界

標
準
の
面
白
い
話
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
で
あ
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。そ

し
て
そ
れ
は
、そ
の
母
国
で
あ
る
日
本
の
人
た
ち
に
と
っ

て
は
、特
に
有
利
な
情
勢
と
い
え
る
。日
本
の
人
た
ち
に

と
っ
て
日
本
ア
ニ
メ
は
、長
き
に
わ
た
る「
日
本
人
は
閉
鎖

的
で
あ
る
」と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
イ
メ
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大

き
く
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え
、世
界
に
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た
人
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わ
ち
グ
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ー
バ
ル

人
材
と
な
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た
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重
要
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と
な
り
つ
つ
あ
る
と
考
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ら
れ
る
。

融資は「ちくしん」に相談してみよう。
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3 ここんにき

業種内訳

製造業 卸売業 小売業 サービス業 建設業 不動産業

１８社 １５社 １７社 １７社 １８社 １８社

監修：久留米大学 商学部　 伊藤 　祐 教授
久留米大学 経済学部 伊佐 　淳 教授

景気動向調査について

景気動向調査の概要

当金庫の営業担当者による面接聞取り調査
当金庫のお取引先企業のうち、久留米市、八女市、筑後市、朝倉市、うきは市、広川町、大刀洗
町、筑前町に本社を置く従業員規模20名以下の地元中小企業103社（回収率95.4％）

筑後地区の景気動向を把握し、当金庫とお取引いただいてい
る企業の経営者の皆さまに景気に関する情報の提供を行い、
経営にお役立ていただくことを目的としています。

D.I.（ディフュージョン・インデックス）

　景気動向調査における調査結果の分析にD.I.という指標を利用し
ています。
　D.I.とは、経済全体または個別の経済事象について、その変化の方
向と広がりをとらえるための指標で、多くの景気動向調査に利用さ
れている指標です。代表的な各質問項目について、「良い」、「増加」、
「上昇」等と回答した企業の割合から、「悪い」、「減少」、「下降」等と回
答した企業の割合を差し引いて算出しています。

　「ちくしん指数」とは、久留米大学の教授監修のも
とに筑後信用金庫が定めた直感的な景況感を表す独
自の景気動向指数です。景気動向調査対象企業の中
小企業経営者に、外食の回数・代表者が感じる飲食店
の混み具合・業務上のチャンス・従業員への支給ボー
ナスの増減・従業員の有休取得状況などの景況を表
すと思われる項目を聞取り調査し、分析し、組合せる
ことによって算出しています。
　そのほかに独自の調査として、景気動向調査対象
企業の中小企業経営者に、「地元の繁華街に飲みに出
かけた回数」、「取引先を接待した回数」を聞取り、そ
の結果を掲載しています。

調査の目的

調査の時期
調査の対象期間

調査の方法
調査対象企業

独自指数「ちくしん指数」と独自調査

2024年9月
2024年4月～2024年9月の実績
2024年10月～2025年3月の見通し

資産運用は「ちくしん」に相談してみよう。 2ここんにき

取越教授の

み りよみ
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ロ
ー
バ
ル
人
材
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の
切
符
　
日
本
ア
ニ
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e

）へ
の
期
待

コラム
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
る
に
は

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
で
あ
る
。ど
ん
な
人
に
と
っ
て
も
、

外
国
の
人
た
ち
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
も
は
や
珍
し
く

な
い
。で
き
る
な
ら
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、世
界
中
の
人

と
話
を
弾
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
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一
般
に
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学
力
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、主
体
性
・
積
極
性
、異
文
化
理

解
の
精
神
な
ど
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、面
白
い
話
題
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
も
ま
た
、非
常
に

重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　
面
白
い
話
題
に
は
、趣
味
や
興
味
の
話
、食
べ
物
の
話
な

ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。た
だ
、ど
ん
な
国
で
も
そ
の
代
表

格
は
、音
楽
、映
画
、演
劇
、遊
園
地
、読
書
、ゲ
ー
ム
、カ
ラ

オ
ケ
、ア
ニ
メ
、マ
ン
ガ
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
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ト
、

す
な
わ
ち
娯
楽
の
話
で
あ
る
。た
だ
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
に
は
、国
ご
と
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こ
と
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ボ
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デ
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ミ
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く

1991年、早稲田大学政治経済学部
卒、大和総研入社。大和総研アメリ
カ、大和証券キャピタル・マーケッツ 
シンガポール、大和アセットマネジ
メントなどを経て、2021年に久留
米大学へ。経済学博士（九州大学）。

【著書】
大和総研『入門の入門 経済の仕組み』
（分担執筆）など
取越・田端・中井『投資家のための「世
界経済」概略マップ』

【趣味】 合気道

久留米大学経済学部教授

取越  達哉 先生

Vol.6

の
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あ
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だ
、そ
れ
ら
は
、私

た
ち
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
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あ
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融資は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

全業種総合

～ 業況はほぼ横ばい、今後は悪化に転じる見通し ～

今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比0.6ポイント増加し、プラス5.1と
前期並みであった。業種別にみると、小売業、サービス業、不動産業は
前期比減少した。今後はプラス4.6と0.5ポイント減少し、前期比と同
様の水準となる見通しとなった。
今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比0.1ポイント増加し、プラス2.9と前期
並みであった。今後はマイナス1.0と3.9ポイント減少し、好況感は悪
化に転じる見通しとなった。

今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比13.0ポイント減少し、
プラス8.7と減少傾向となった。業種別にみる
と、卸売業以外はマイナスであった。今後はプラ
ス5.8と2.9ポイント減少し、増加傾向が後退す
る見通しとなった。

今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比3.8ポイント減少し、マ
イナス2.9と悪化した。業種別にみると、小売業、サ
ービス業でＤ．Ｉ．を押し上げた。今後はプラス2.9と
5.8ポイント増加し、好転する見通しとなった。

今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比3.7ポイント増加
し、マイナス2.9となった。今後はマイナス2.9と
前期並みの見通しとなった。

今期の運転資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比0.4ポイント
減少し、マイナス17.5と運転資金の必要性は前
期と同様の水準であった。今後はマイナス15.5
と2.0ポイント増加し、運転資金の必要性は減少
傾向がやや弱まる見通しとなった。

今期の人手不足度Ｄ．Ｉ．は、前期比3.2ポイント減
少し、プラス15.5と人手不足の度合いがやや弱ま
った。業種別にみると、小売業、サービス業、建設業
で人手不足の度合いが減少した。今後は21.4と人
手不足の度合いはやや強まる見通しとなった。

今期の設備資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比9.5ポイント
増加し、マイナス5.9と設備資金の必要性は減少
傾向が弱まった。。今後はマイナス7.9と2.0ポイ
ント減少し、設備資金の必要性は減少傾向がや
や強まる見通しとなった。

今期の残業時間Ｄ．Ｉ．は、前期比2.8ポイント減少
し、プラス1.0とやや減少した。今後はプラス2.9
と1.9ポイント増加し、残業時間はやや増加する
見通しとなった。

今期の地元繁華街に飲みに行く１ヶ月あたりの
平均回数は、前期比0.4回減少し、2.2回と前回、
前々回に引き続き2回を上回った。今後は減少す
る見通しとなった。

今期の取引先を接待した１ヶ月あたりの平均回
数は、1.4回と変わらず。今後は減少する見通し
となった。

主要判断 D.I.
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事業承継は「ちくしん」に相談してみよう。 補助金・助成金は「ちくしん」に相談してみよう。
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～ 業況はほぼ横ばい、今後は悪化に転じる見通し ～
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プラス8.7と減少傾向となった。業種別にみる
と、卸売業以外はマイナスであった。今後はプラ
ス5.8と2.9ポイント減少し、増加傾向が後退す
る見通しとなった。

今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比3.8ポイント減少し、マ
イナス2.9と悪化した。業種別にみると、小売業、サ
ービス業でＤ．Ｉ．を押し上げた。今後はプラス2.9と
5.8ポイント増加し、好転する見通しとなった。

今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比3.7ポイント増加
し、マイナス2.9となった。今後はマイナス2.9と
前期並みの見通しとなった。

今期の運転資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比0.4ポイント
減少し、マイナス17.5と運転資金の必要性は前
期と同様の水準であった。今後はマイナス15.5
と2.0ポイント増加し、運転資金の必要性は減少
傾向がやや弱まる見通しとなった。

今期の人手不足度Ｄ．Ｉ．は、前期比3.2ポイント減
少し、プラス15.5と人手不足の度合いがやや弱ま
った。業種別にみると、小売業、サービス業、建設業
で人手不足の度合いが減少した。今後は21.4と人
手不足の度合いはやや強まる見通しとなった。

今期の設備資金借入Ｄ．Ｉ．は、前期比9.5ポイント
増加し、マイナス5.9と設備資金の必要性は減少
傾向が弱まった。。今後はマイナス7.9と2.0ポイ
ント減少し、設備資金の必要性は減少傾向がや
や強まる見通しとなった。

今期の残業時間Ｄ．Ｉ．は、前期比2.8ポイント減少
し、プラス1.0とやや減少した。今後はプラス2.9
と1.9ポイント増加し、残業時間はやや増加する
見通しとなった。

今期の地元繁華街に飲みに行く１ヶ月あたりの
平均回数は、前期比0.4回減少し、2.2回と前回、
前々回に引き続き2回を上回った。今後は減少す
る見通しとなった。

今期の取引先を接待した１ヶ月あたりの平均回
数は、1.4回と変わらず。今後は減少する見通し
となった。

主要判断 D.I.

5.1

2.9

8.7

△ 2.9

△ 2.9

1.0

15.5

△ 17.5

△ 5.9

2.2

1.4

R6/9

4.5

2.8

21.7

0.9

△ 6.6

3.8

18.7

△ 17.1

△ 15.4

2.6

1.4

R6/3

4.6

△ 1.0

5.8

2.9

△ 2.9

2.9

21.4

△ 15.5

△ 7.9

△ 6.3

△ 4.2

見通し

△ 4.8

6.7

△ 3.8

△ 4.7

△ 1.9

△ 8.4

17.0

△ 5.7

△ 10.5

3.3

1.8

R2/3

△ 44.7

△ 46.3

△ 47.2

△ 47.2

△ 27.1

△ 22.4

△ 5.6

37.0

△ 3.7

1.9

1.4

R2/9

△ 36.8

△ 23.1

△ 15.2

△ 20.0

△ 10.5

△ 25.5

△ 8.7

23.8

△ 5.8

0.8

0.5

R3/3

△ 29.9

△ 7.4

△ 1.9

△ 1.9

△ 3.8

△ 15.0

1.0

△ 12.3

△ 19.4

0.9

0.6

R3/9

△ 5.1

△ 4.7

10.4

1.9

0.0

△ 4.8

2.9

△ 26.7

△ 11.3

1.7

0.9

R4/9

3.3

△ 7.6

15.2

△ 4.8

△ 1.9

1.0

8.5

△ 13.2

△ 18.1

1.8

0.9

R5/3

8.6

3.0

9.0

△ 5.0

△ 9.0

△ 1.0

14.0

△ 12.0

△ 20.0

2.4

1.3

R5/9

△ 16.8

△ 7.9

0.0

△ 1.0

△ 12.9

△ 15.3

2.0

△ 14.1

△ 8.9

1.5

0.9

R4/3

ちくしん指数・業況

事業承継は「ちくしん」に相談してみよう。 補助金・助成金は「ちくしん」に相談してみよう。



7 ここんにき 6ここんにき

製造業

～ 業況は好調感が減少し、今後は悪化に転じる見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比5.7ポイント増

加し、プラス10.1と増加した。今後はプラス4.9と

5.2ポイント減少し、減少する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少

し、プラスマイナスゼロの均衡と好調感が減少した。

今後はマイナス11.1と11.1ポイント減少し、好調感

は悪化に転じる見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、

プラス11.1と減少した。今後はマイナス5.6と16.7

ポイント減少し、悪化に転じる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、

マイナス22.2と厳しさを増した。今後はマイナス

16.7と5.5ポイント増加し、減少幅が縮小する見通

しとなった。　　

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比11.2ポイント減少

し、マイナス5.6と厳しい状況に転じた。今後もマイ

ナス5.6と厳しい状況の見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「原材料高騰（12）」

「仕入先からの値上げ要請（8）」「人手不足（5）」「利幅

の縮小（5）」であったが、今期は「原材料高騰（12）」が

最も多く、ついで「人手不足（8）」「利幅の縮小（4）」と

なった。

★調査員コメント★

・原材料の高騰が大きく影響し、コロナ前には戻っていな
い。（木材加工業）

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

販売価格

原材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

10.1

0.0

11.1

5.6

△ 22.2

33.3

66.7

5.6

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

△ 11.1

2.1

1.7

R6/9

4.4

11.1

22.2

5.6

△ 11.1

38.9

83.3

0.0

5.6

5.6

5.6

△ 44.4

△ 29.4

1.8

1.2

R6/3

△ 1.1

11.8

16.7

5.6

△ 16.7

55.6

94.4

11.1

5.6

16.7

5.6

△ 50.0

△ 27.8

1.3

1.1

R5/3

△ 59.6

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

△ 55.6

△ 16.7

17.6

△ 17.6

△ 27.8

△ 55.6

△ 16.7

27.8

△ 11.1

1.6

1.1

R2/9

△ 54.2

△ 46.7

△ 40.0

△ 33.3

△ 40.0

△ 13.3

33.3

0.0

△ 33.3

△ 46.7

△ 33.3

40.0

△ 26.7

0.5

0.6

R3/3

△ 26.1

△ 44.4

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

5.6

27.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

22.2

0.0

△ 5.6

2.5

1.2

R2/3

△ 38.9

△ 44.4

△ 50.0

△ 22.2

△ 38.9

0.0

44.4

△ 5.6

△ 33.3

△ 38.9

11.1

0.0

△ 27.8

0.7

0.4

R3/9

△ 30.4

△ 31.3

△ 6.3

△ 12.5

△ 18.8

6.3

56.3

12.5

△ 6.3

△ 37.5

12.5

6.3

△ 12.5

0.6

0.5

R4/3

△ 6.0

0.0

11.8

△ 5.9

△ 17.6

58.8

100.0

5.9

0.0

△ 11.8

11.8

△ 52.9

△ 29.4

1.6

1.1

R4/9

12.9

41.2

47.1

17.6

17.6

58.8

94.1

5.9

△ 11.8

17.6

23.5

△ 17.6

△ 35.3

1.5

1.3

R5/9

4.9

△ 11.1

△ 5.6

0.0

△ 16.7

33.3

55.6

△ 5.6

△ 5.6

11.1

22.2

△ 16.7

0.0

△ 17.6

△ 25.0

見通し

★調査員コメント★
・昨今の物価高騰に伴う問題（価格転嫁の増強、従業員賃上
げなど）対策に努めていく。（建築材料卸売業）

卸売業

～ 厳しさはやや和らぐも、今後厳しさが強まる見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比2.4ポイント増加

し、プラスマイナスゼロの均衡となった。今後はプラス

5.3と5.3ポイント増加し、好転する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比14.5ポイント増加

し、マイナス26.7と厳しさは和らいだ。今後はマイナ

ス40.0と13.3ポイント減少し、厳しさは増す見通し

となった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比12.6ポイント増加し、

プラス6.7と好転した。今後は6.7ポイント減少し、プ

ラスマイナスゼロの見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比5.1ポイント増加し、マイ

ナス6.7と回復の兆しとなった。今後はプラスマイナス

ゼロと6.7ポイント増加し、持ち直す見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比36.1ポイント増加

しプラス6.7であった。今後は前期比プラスマイナス

ゼロのプラス6.7となり前期並みの見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「仕入先からの値上げ

要請（5）」「同業者間の競争（5）」が同順位で、「利幅の

縮小（4）」「売上不振（4）」「人手不足（4）」であったが、

今期は「同業者間の競争（7）」が最も多く「人手不足

（6）」「売上不振（5）」「利幅の縮小（4）」と続いた。

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

0.0

△ 26.7

6.7

△ 6.7

46.7

60.0

△ 13.3

6.7

△ 6.7

20.0

△ 6.7

0.0

2.8

1.6

R6/9

5.3

△ 40.0

0.0

0.0

40.0

40.0

△ 13.3

6.7

0.0

13.3

6.7

△ 6.7

7.1

0.0

見通し

△ 2.4

△ 41.2

△ 5.9

△ 11.8

41.2

52.9

△ 29.4

△ 29.4

△ 11.8

11.8

11.8

6.3

2.8

1.4

R6/3

10.6

△ 36.8

10.5

△ 5.3

42.1

57.9

△ 10.5

0.0

5.3

5.3

26.3

0.0

2.1

1.3

R5/3

12.0

△ 21.4

0.0

0.0

60.0

66.7

0.0

△ 6.7

△ 13.3

13.3

△ 13.3

△ 20.0

3.5

2.0

R5/9

△ 10.2

△ 16.7

17.6

23.5

23.5

41.2

0.0

△ 17.6

△ 5.9

△ 11.8

△ 27.8

△ 11.8

2.4

1.8

R4/3

△ 1.1

△ 38.9

△ 5.6

△ 16.7

44.4

61.1

△ 11.1

0.0

5.9

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.8

2.3

1.3

R4/9

△ 26.7

△ 44.4

△ 11.1

△ 22.2

0.0

0.0

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 11.1

27.8

△ 11.1

1.2

0.8

R3/3

△ 23.3

11.1

16.7

22.2

27.8

38.9

△ 22.2

5.6

△ 5.9

△ 5.9

△ 22.2

△ 11.8

1.3

0.7

R3/9

△ 47.8

△ 72.2

△ 72.2

△ 61.1

△ 22.2

0.0

△ 16.7

△ 23.5

△ 22.2

0.0

55.6

11.1

1.3

1.1

R2/9

△ 4.5

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.1

5.6

22.2

0.0

△ 5.6

5.6

5.6

△ 16.7

△ 17.6

4.3

2.1

R2/3

創業・起業は「ちくしん」に相談してみよう。自社株評価は「ちくしん」に相談してみよう。



7 ここんにき 6ここんにき

製造業

～ 業況は好調感が減少し、今後は悪化に転じる見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比5.7ポイント増

加し、プラス10.1と増加した。今後はプラス4.9と

5.2ポイント減少し、減少する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少

し、プラスマイナスゼロの均衡と好調感が減少した。

今後はマイナス11.1と11.1ポイント減少し、好調感

は悪化に転じる見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、

プラス11.1と減少した。今後はマイナス5.6と16.7

ポイント減少し、悪化に転じる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、

マイナス22.2と厳しさを増した。今後はマイナス

16.7と5.5ポイント増加し、減少幅が縮小する見通

しとなった。　　

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比11.2ポイント減少

し、マイナス5.6と厳しい状況に転じた。今後もマイ

ナス5.6と厳しい状況の見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「原材料高騰（12）」

「仕入先からの値上げ要請（8）」「人手不足（5）」「利幅

の縮小（5）」であったが、今期は「原材料高騰（12）」が

最も多く、ついで「人手不足（8）」「利幅の縮小（4）」と

なった。

★調査員コメント★

・原材料の高騰が大きく影響し、コロナ前には戻っていな
い。（木材加工業）

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

販売価格

原材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

10.1

0.0

11.1

5.6

△ 22.2

33.3

66.7

5.6

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

△ 11.1

2.1

1.7

R6/9

4.4

11.1

22.2

5.6

△ 11.1

38.9

83.3

0.0

5.6

5.6

5.6

△ 44.4

△ 29.4

1.8

1.2

R6/3

△ 1.1

11.8

16.7

5.6

△ 16.7

55.6

94.4

11.1

5.6

16.7

5.6

△ 50.0

△ 27.8

1.3

1.1

R5/3

△ 59.6

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

△ 55.6

△ 16.7

17.6

△ 17.6

△ 27.8

△ 55.6

△ 16.7

27.8

△ 11.1

1.6

1.1

R2/9

△ 54.2

△ 46.7

△ 40.0

△ 33.3

△ 40.0

△ 13.3

33.3

0.0

△ 33.3

△ 46.7

△ 33.3

40.0

△ 26.7

0.5

0.6

R3/3

△ 26.1

△ 44.4

△ 55.6

△ 44.4

△ 44.4

5.6

27.8

0.0

△ 11.1

△ 16.7

22.2

0.0

△ 5.6

2.5

1.2

R2/3

△ 38.9

△ 44.4

△ 50.0

△ 22.2

△ 38.9

0.0

44.4

△ 5.6

△ 33.3

△ 38.9

11.1

0.0

△ 27.8

0.7

0.4

R3/9

△ 30.4

△ 31.3

△ 6.3

△ 12.5

△ 18.8

6.3

56.3

12.5

△ 6.3

△ 37.5

12.5

6.3

△ 12.5

0.6

0.5

R4/3

△ 6.0

0.0

11.8

△ 5.9

△ 17.6

58.8

100.0

5.9

0.0

△ 11.8

11.8

△ 52.9

△ 29.4

1.6

1.1

R4/9

12.9

41.2

47.1

17.6

17.6

58.8

94.1

5.9

△ 11.8

17.6

23.5

△ 17.6

△ 35.3

1.5

1.3

R5/9

4.9

△ 11.1

△ 5.6

0.0

△ 16.7

33.3

55.6

△ 5.6

△ 5.6

11.1

22.2

△ 16.7

0.0

△ 17.6

△ 25.0

見通し

★調査員コメント★
・昨今の物価高騰に伴う問題（価格転嫁の増強、従業員賃上
げなど）対策に努めていく。（建築材料卸売業）

卸売業

～ 厳しさはやや和らぐも、今後厳しさが強まる見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比2.4ポイント増加

し、プラスマイナスゼロの均衡となった。今後はプラス

5.3と5.3ポイント増加し、好転する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比14.5ポイント増加

し、マイナス26.7と厳しさは和らいだ。今後はマイナ

ス40.0と13.3ポイント減少し、厳しさは増す見通し

となった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比12.6ポイント増加し、

プラス6.7と好転した。今後は6.7ポイント減少し、プ

ラスマイナスゼロの見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比5.1ポイント増加し、マイ

ナス6.7と回復の兆しとなった。今後はプラスマイナス

ゼロと6.7ポイント増加し、持ち直す見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比36.1ポイント増加

しプラス6.7であった。今後は前期比プラスマイナス

ゼロのプラス6.7となり前期並みの見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「仕入先からの値上げ

要請（5）」「同業者間の競争（5）」が同順位で、「利幅の

縮小（4）」「売上不振（4）」「人手不足（4）」であったが、

今期は「同業者間の競争（7）」が最も多く「人手不足

（6）」「売上不振（5）」「利幅の縮小（4）」と続いた。

ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

0.0

△ 26.7

6.7

△ 6.7

46.7

60.0

△ 13.3

6.7

△ 6.7

20.0

△ 6.7

0.0

2.8

1.6

R6/9

5.3

△ 40.0

0.0

0.0

40.0

40.0

△ 13.3

6.7

0.0

13.3

6.7

△ 6.7

7.1

0.0

見通し

△ 2.4

△ 41.2

△ 5.9

△ 11.8

41.2

52.9

△ 29.4

△ 29.4

△ 11.8

11.8

11.8

6.3

2.8

1.4

R6/3

10.6

△ 36.8

10.5

△ 5.3

42.1

57.9

△ 10.5

0.0

5.3

5.3

26.3

0.0

2.1

1.3

R5/3

12.0

△ 21.4

0.0

0.0

60.0

66.7

0.0

△ 6.7

△ 13.3

13.3

△ 13.3

△ 20.0

3.5

2.0

R5/9

△ 10.2

△ 16.7

17.6

23.5

23.5

41.2

0.0

△ 17.6

△ 5.9

△ 11.8

△ 27.8

△ 11.8

2.4

1.8

R4/3

△ 1.1

△ 38.9

△ 5.6

△ 16.7

44.4

61.1

△ 11.1

0.0

5.9

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.8

2.3

1.3

R4/9

△ 26.7

△ 44.4

△ 11.1

△ 22.2

0.0

0.0

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 11.1

27.8

△ 11.1

1.2

0.8

R3/3

△ 23.3

11.1

16.7

22.2

27.8

38.9

△ 22.2

5.6

△ 5.9

△ 5.9

△ 22.2

△ 11.8

1.3

0.7

R3/9

△ 47.8

△ 72.2

△ 72.2

△ 61.1

△ 22.2

0.0

△ 16.7

△ 23.5

△ 22.2

0.0

55.6

11.1

1.3

1.1

R2/9

△ 4.5

△ 11.8

△ 22.2

△ 11.1

5.6

22.2

0.0

△ 5.6

5.6

5.6

△ 16.7

△ 17.6

4.3

2.1

R2/3

創業・起業は「ちくしん」に相談してみよう。自社株評価は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

6.0

5.9

11.8

5.9

35.3

47.1

5.9

5.9

△ 5.9

17.6

△ 23.5

△ 23.5

2.0

0.7

R6/9

8.4

5.9

5.9

11.8

29.4

52.9

5.9

5.9

△ 5.9

17.6

△ 17.6

△ 23.5

△ 6.7

△ 13.3

見通し

10.0

5.6

55.6

16.7

38.9

66.7

22.2

△ 5.6

5.6

22.2

△ 16.7

△ 5.9

2.0

0.9

R6/3

2.5

△ 47.1

18.8

18.8

50.0

81.3

6.3

△ 18.8

11.8

11.8

△ 23.5

△ 35.3

1.2

0.2

R5/3

13.3

△ 11.8

11.8

0.0

41.2

88.2

0.0

△ 11.8

11.8

5.9

5.9

5.9

1.8

0.6

R5/9

△ 52.2

△ 77.8

△ 94.4

△ 94.4

△ 11.1

5.6

△ 27.8

△ 50.0

△ 38.9

△ 27.8

66.7

5.6

1.9

0.8

R2/9

△ 39.8

△ 66.7

△ 44.4

△ 44.4

0.0

0.0

△ 11.8

△ 33.3

△ 22.2

△ 16.7

5.6

11.1

0.5

0.2

R3/3

△ 25.4

△ 46.7

△ 6.7

△ 26.7

33.3

40.0

△ 6.7

△ 60.0

△ 13.3

△ 14.3

△ 33.3

△ 7.1

0.9

0.4

R4/3

△ 15.9

△ 44.4

0.0

△ 5.6

27.8

77.8

△ 5.6

△ 22.2

0.0

11.1

△ 27.8

△ 23.5

1.0

0.5

R4/9

△ 37.1

△ 83.3

△ 44.4

△ 38.9

△ 11.1

16.7

△ 5.6

△ 23.5

△ 18.8

△ 23.5

△ 38.9

△ 41.2

0.4

0.1

R3/9

3.5

△ 11.8

5.9

0.0

17.6

17.6

△ 5.9

5.9

△ 17.6

29.4

△ 11.8

△ 17.6

2.7

1.1

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

サービス価格

仕入価格

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

11.8

23.5

35.3

29.4

11.8

50.0

5.9

0.0

17.6

△ 23.5

0.0

1.8

1.3

R6/9

8.2

17.6

17.6

11.8

23.5

56.3

△ 11.8

17.6

23.5

△ 11.8

△ 11.8

△ 5.9

11.8

見通し

16.7

33.3

38.9

22.2

33.3

52.9

5.6

22.2

33.3

△ 5.6

△ 16.7

3.4

1.7

R6/3

3.5

△ 17.6

11.8

△ 17.6

11.8

52.9

0.0

5.9

17.6

△ 5.9

5.9

1.9

0.7

R5/3

6.3

12.5

18.8

0.0

25.0

75.0

0.0

△ 6.3

12.5

△ 18.8

△ 31.3

2.1

1.3

R5/9

△ 39.5

△ 38.9

△ 38.9

△ 33.3

△ 6.3

0.0

△ 27.8

△ 11.1

0.0

50.0

5.9

1.7

0.7

R2/9

△ 37.8

△ 11.1

△ 11.1

△ 16.7

0.0

11.8

0.0

△ 27.8

5.6

44.4

11.1

0.7

0.4

R3/3

△ 17.8

△ 11.1

11.1

0.0

11.1

55.6

△ 5.6

△ 11.1

11.1

5.6

△ 5.6

0.9

0.4

R4/3

△ 1.2

△ 5.9

29.4

5.9

12.5

47.1

5.9

0.0

5.9

△ 29.4

△ 5.9

1.6

1.1

R4/9

△ 33.3

11.1

11.1

5.6

0.0

11.8

△ 5.6

5.6

22.2

16.7

△ 11.1

0.9

0.5

R3/9

△ 6.7

22.2

0.0

0.0

38.9

44.4

△ 11.1

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

3.6

1.6

R2/3

小売業

～ 業況はほぼ横ばいで、今後もほぼ横ばいの見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比4.0ポイント減少

し、プラス6.0とやや減少した。今後は8.4と2.4ポイント

増加し、ほぼ横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比0.3ポイント増加し、プ

ラス5.9と業況はほぼ横ばいであった。今後は5.9であ

り、横ばいの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比43.8ポイント減少し、プラ

ス11.8と増加幅が縮小した。今後は、5.9ポイント減少

し、プラス5.9となる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比10.8ポイント減少し、プラ

ス5.9と増加幅が縮小した。今後はプラス11.8と5.9ポ

イント増加し、増加幅は拡大する見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比11.5ポイント増加し、

プラス5.9と窮屈感を脱した。今後はプラス5.9と前期

並みの見通しとなった。

　前期の経営課題は、「人手不足（7）」が最も多く、つい

で「利幅の縮小（6）」、「仕入先からの値上げ要請（6）」「同

業者間の競争（5）」であったが、今期は「仕入先からの値

上げ要請（6）」「売上不振（6）」が同順位で、「利幅の縮小

（5）」、「同業者間の競争（5）」となった。

　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比4.9ポイント減少

し、プラス11.8と好調感は弱まった。今後はプラス8.2

と3.6ポイント減少し、やや後退する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比9.8ポイント減少し、

プラス23.5と好調感は弱まった。今後は5.9ポイント

減少しプラス17.6と好調感は弱まる見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は前期比3.6ポイント減少し、プラス

35.3となり増加傾向が一服した。今後は17.7ポイント減

少しプラス17.6と増加幅は縮小する見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比7.2ポイント増加し、プ

ラス29.4と増加幅が拡大した。今後はプラス11.8と

前期比17.6ポイント減少し、増加幅は縮小する見通

しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、、前期比0.3ポイント増加

し、プラス5.9とほぼ前期並みとなった。今後はマイ

ナス11.8と前期比17.7ポイント減少し、増加から減

少に転じる見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「人手不足（10）」が最

も多く、ついで「同業者間の競争（5）」「材料価格の上

昇（4）」「利幅の縮小（4）」「売上不振（4）」「人件費の増

加（4）」であったが、今期は「人手不足（8）」が最も多

く、ついで「材料価格の上昇（6）」「売上不振（5）」「同

業者間の競争（4）」「利幅の縮小（4）」となった。

サービス業

～ 業況は好調感が弱まり、今後も弱まる見通し ～

★調査員コメント★
・ホビー業界はユーチューブで盛り上がりSNSでの情報共有が進
み、商品の陳腐化が早くなってきている。貸家業にも同様の傾向が
感じられる。（その他小売業）

★調査員コメント★
・インバウンドの回復、バス料金の改定等もあり売上は回復する見
込みであるが、一部病院関係の顧客離れもあっており懸念してい
る。（旅客自動車運送）

販路拡大は「ちくしん」に相談してみよう。 海外展開は「ちくしん」に相談してみよう。
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ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

6.0

5.9

11.8

5.9

35.3

47.1

5.9

5.9

△ 5.9

17.6

△ 23.5

△ 23.5

2.0

0.7

R6/9

8.4

5.9

5.9

11.8

29.4

52.9

5.9

5.9

△ 5.9

17.6

△ 17.6

△ 23.5

△ 6.7

△ 13.3

見通し

10.0

5.6

55.6

16.7

38.9

66.7

22.2

△ 5.6

5.6

22.2

△ 16.7

△ 5.9

2.0

0.9

R6/3

2.5

△ 47.1

18.8

18.8

50.0

81.3

6.3

△ 18.8

11.8

11.8

△ 23.5

△ 35.3

1.2

0.2

R5/3

13.3

△ 11.8

11.8

0.0

41.2

88.2

0.0

△ 11.8

11.8

5.9

5.9

5.9

1.8

0.6

R5/9

△ 52.2

△ 77.8

△ 94.4

△ 94.4

△ 11.1

5.6

△ 27.8

△ 50.0

△ 38.9

△ 27.8

66.7

5.6

1.9

0.8

R2/9

△ 39.8

△ 66.7

△ 44.4

△ 44.4

0.0

0.0

△ 11.8

△ 33.3

△ 22.2

△ 16.7

5.6

11.1

0.5

0.2

R3/3

△ 25.4

△ 46.7

△ 6.7

△ 26.7

33.3

40.0

△ 6.7

△ 60.0

△ 13.3

△ 14.3

△ 33.3

△ 7.1

0.9

0.4

R4/3

△ 15.9

△ 44.4

0.0

△ 5.6

27.8

77.8

△ 5.6

△ 22.2

0.0

11.1

△ 27.8

△ 23.5

1.0

0.5

R4/9

△ 37.1

△ 83.3

△ 44.4

△ 38.9

△ 11.1

16.7

△ 5.6

△ 23.5

△ 18.8

△ 23.5

△ 38.9

△ 41.2

0.4

0.1

R3/9

3.5

△ 11.8

5.9

0.0

17.6

17.6

△ 5.9

5.9

△ 17.6

29.4

△ 11.8

△ 17.6

2.7

1.1

R2/3

ちくしん指数

業況

売上

利益

サービス価格

仕入価格

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

11.8

23.5

35.3

29.4

11.8

50.0

5.9

0.0

17.6

△ 23.5

0.0

1.8

1.3

R6/9

8.2

17.6

17.6

11.8

23.5

56.3

△ 11.8

17.6

23.5

△ 11.8

△ 11.8

△ 5.9

11.8

見通し

16.7

33.3

38.9

22.2

33.3

52.9

5.6

22.2

33.3

△ 5.6

△ 16.7

3.4

1.7

R6/3

3.5

△ 17.6

11.8

△ 17.6

11.8

52.9

0.0

5.9

17.6

△ 5.9

5.9

1.9

0.7

R5/3

6.3

12.5

18.8

0.0

25.0

75.0

0.0

△ 6.3

12.5

△ 18.8

△ 31.3

2.1

1.3

R5/9

△ 39.5

△ 38.9

△ 38.9

△ 33.3

△ 6.3

0.0

△ 27.8

△ 11.1

0.0

50.0

5.9

1.7

0.7

R2/9

△ 37.8

△ 11.1

△ 11.1

△ 16.7

0.0

11.8

0.0

△ 27.8

5.6

44.4

11.1

0.7

0.4

R3/3

△ 17.8

△ 11.1

11.1

0.0

11.1

55.6

△ 5.6

△ 11.1

11.1

5.6

△ 5.6

0.9

0.4

R4/3

△ 1.2

△ 5.9

29.4

5.9

12.5

47.1

5.9

0.0

5.9

△ 29.4

△ 5.9

1.6

1.1

R4/9

△ 33.3

11.1

11.1

5.6

0.0

11.8

△ 5.6

5.6

22.2

16.7

△ 11.1

0.9

0.5

R3/9

△ 6.7

22.2

0.0

0.0

38.9

44.4

△ 11.1

△ 5.6

33.3

16.7

△ 11.1

3.6

1.6

R2/3

小売業

～ 業況はほぼ横ばいで、今後もほぼ横ばいの見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比4.0ポイント減少

し、プラス6.0とやや減少した。今後は8.4と2.4ポイント

増加し、ほぼ横ばいの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比0.3ポイント増加し、プ

ラス5.9と業況はほぼ横ばいであった。今後は5.9であ

り、横ばいの見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比43.8ポイント減少し、プラ

ス11.8と増加幅が縮小した。今後は、5.9ポイント減少

し、プラス5.9となる見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比10.8ポイント減少し、プラ

ス5.9と増加幅が縮小した。今後はプラス11.8と5.9ポ

イント増加し、増加幅は拡大する見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比11.5ポイント増加し、

プラス5.9と窮屈感を脱した。今後はプラス5.9と前期

並みの見通しとなった。

　前期の経営課題は、「人手不足（7）」が最も多く、つい

で「利幅の縮小（6）」、「仕入先からの値上げ要請（6）」「同

業者間の競争（5）」であったが、今期は「仕入先からの値

上げ要請（6）」「売上不振（6）」が同順位で、「利幅の縮小

（5）」、「同業者間の競争（5）」となった。

　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比4.9ポイント減少

し、プラス11.8と好調感は弱まった。今後はプラス8.2

と3.6ポイント減少し、やや後退する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比9.8ポイント減少し、

プラス23.5と好調感は弱まった。今後は5.9ポイント

減少しプラス17.6と好調感は弱まる見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は前期比3.6ポイント減少し、プラス

35.3となり増加傾向が一服した。今後は17.7ポイント減

少しプラス17.6と増加幅は縮小する見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比7.2ポイント増加し、プ

ラス29.4と増加幅が拡大した。今後はプラス11.8と

前期比17.6ポイント減少し、増加幅は縮小する見通

しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、、前期比0.3ポイント増加

し、プラス5.9とほぼ前期並みとなった。今後はマイ

ナス11.8と前期比17.7ポイント減少し、増加から減

少に転じる見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「人手不足（10）」が最

も多く、ついで「同業者間の競争（5）」「材料価格の上

昇（4）」「利幅の縮小（4）」「売上不振（4）」「人件費の増

加（4）」であったが、今期は「人手不足（8）」が最も多

く、ついで「材料価格の上昇（6）」「売上不振（5）」「同

業者間の競争（4）」「利幅の縮小（4）」となった。

サービス業

～ 業況は好調感が弱まり、今後も弱まる見通し ～

★調査員コメント★
・ホビー業界はユーチューブで盛り上がりSNSでの情報共有が進
み、商品の陳腐化が早くなってきている。貸家業にも同様の傾向が
感じられる。（その他小売業）

★調査員コメント★
・インバウンドの回復、バス料金の改定等もあり売上は回復する見
込みであるが、一部病院関係の顧客離れもあっており懸念してい
る。（旅客自動車運送）

販路拡大は「ちくしん」に相談してみよう。 海外展開は「ちくしん」に相談してみよう。
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建設業

～ 業況は悪化に転じるものの、今後やや持ち直す見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比7.9ポイント増加

し、プラス4.5と好転した。今後はプラス5.7と前期比1.2

ポイント増加し、前期並みの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比22.2ポイント減少し、

マイナス11.1と悪化に転じた。今後はマイナス5.6と前

期比5.5ポイント増加し、やや持ち直す見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比5.6ポイント減少し、マイナ

ス5.6と悪化に転じた。今後もマイナス5.6と前期並みの

見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、マイ

ナス16.7と減少幅が拡大した。今後はマイナス5.6と

11.1ポイント増加し、やや持ち直す見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比マイナス5.5のマイナ

ス22.2と厳しさが増した。今後は11.1ポイント増加し、

マイナス11.1と厳しさが和らぐ見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「材料価格の上昇（11）」が

最も多く、ついで「人手不足（7）」「利幅の縮小（6）」であっ

たが、今期は「材料価格の上昇（11）」が最も多く、ついで

「人手不足（8）」「売上不振（4）」となった。

不動産業

～ 業況は好転し、今後はほぼ前期並みの見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比3.3ポイント減少

し、マイナス2.2と悪化に転じた。今後はマイナス4.4とや

や悪化する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比27.8ポイント増加し、プ

ラス22.2と好転した。今後はプラス22.2と前期並みの見

通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比22.3ポイント減少し、マイナ

ス5.6と増加から減少に転じた。今後はプラス22.2と

27.8ポイント増加し、好転する見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比プラスマイナスゼロのマイ

ナス5.6と前期並みであった。今後はプラス16.7と22.3

ポイント増加し、好転する見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比5.6ポイント減少し、マ

イナス5.6と悪化に転じた。今後はプラスマイナスゼロの

均衡でありやや持ち直す見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「商品物件の高騰（10）」が

最も多く、ついで「商品物件の不足（6）」「同業者間の競争

（5）」であったが、今期は「商品物件の高騰（8）」が最も多

く、ついで「同業者間の競争（5）」となった。

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

請負価格

材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

4.5

△ 11.1

△ 5.6

△ 5.6

△ 16.7

27.8

83.3

0.0

△ 22.2

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

2.1

1.3

R6/9

5.7

△ 5.6

△ 5.6

0.0

△ 5.6

11.1

61.1

0.0

△ 11.1

△ 5.6

27.8

△ 16.7

△ 5.6

0.0

12.5

見通し

△ 3.4

11.1

0.0

5.6

△ 5.6

27.8

83.3

△ 5.6

△ 16.7

0.0

44.4

△ 11.8

△ 35.3

3.4

1.8

R6/3

△ 4.8

5.9

23.5

5.9

△ 11.8

23.5

88.2

△ 5.9

5.9

△ 23.5

11.8

△ 11.8

△ 23.5

2.6

0.8

R5/3

3.3

△ 11.1

△ 11.1

5.6

△ 38.9

16.7

94.4

0.0

△ 16.7

△ 5.6

27.8

△ 22.2

△ 27.8

2.8

1.6

R5/9

△ 23.3

16.7

27.8

22.2

17.6

△ 5.9

77.8

△ 11.8

11.8

△ 22.2

0.0

△ 22.2

△ 22.2

0.9

0.7

R3/9

△ 10.1

17.6

△ 5.6

5.6

0.0

5.6

77.8

0.0

5.6

△ 5.6

11.1

△ 22.2

△ 11.8

2.8

1.3

R4/3

△ 34.1

△ 22.2

△ 27.8

△ 27.8

△ 38.9

△ 11.1

22.2

△ 11.1

△ 33.3

△ 5.6

11.1

27.8

△ 11.1

1.9

1.9

R2/9

△ 31.1

11.8

11.1

16.7

11.1

0.0

22.2

0.0

0.0

△ 27.8

5.6

16.7

△ 17.6

1.6

0.7

R3/3

△ 3.3

11.1

△ 16.7

11.8

0.0

5.6

77.8

△ 5.6

5.6

△ 5.6

5.6

△ 16.7

11.1

2.0

0.9

R4/9

1.2

35.3

17.6

29.4

0.0

5.9

41.2

0.0

0.0

△ 11.8

11.8

△ 12.5

△ 18.8

3.2

1.8

R2/3ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 2.2

22.2

△ 5.6

△ 5.6

5.6

16.7

△ 16.7

△ 5.6

△ 5.6

11.1

△ 33.3

0.0

2.6

1.8

R6/9

△ 4.4

22.2

22.2

16.7

0.0

27.8

△ 16.7

0.0

0.0

22.2

△ 33.3

0.0

△ 11.8

△ 11.8

見通し

1.1

△ 5.6

16.7

△ 5.6

22.2

47.1

5.9

0.0

0.0

△ 5.6

△ 35.3

△ 11.8

2.2

1.2

R6/3

6.7

38.9

11.1

5.6

38.9

41.2

△ 5.9

△ 5.6

△ 11.8

0.0

△ 16.7

△ 29.4

1.3

1.0

R5/3

4.7

5.9

△ 11.8

△ 5.9

37.5

50.0

12.5

△ 5.9

△ 11.8

0.0

△ 5.9

△ 11.8

2.7

0.9

R5/9

△ 34.5

△ 11.1

△ 5.6

0.0

5.9

6.7

△ 20.0

0.0

0.0

0.0

△ 5.6

△ 22.2

2.8

2.8

R2/9

△ 34.1

16.7

0.0

△ 11.1

0.0

0.0

△ 29.4

0.0

△ 23.5

△ 5.9

11.1

△ 5.6

0.6

0.4

R3/3

△ 10.6

35.3

△ 11.8

11.8

29.4

47.1

△ 23.5

0.0

△ 17.6

0.0

△ 11.8

△ 5.9

1.1

1.0

R4/3

△ 3.4

50.0

44.4

44.4

35.3

41.2

△ 23.5

11.1

△ 17.6

△ 6.3

△ 11.1

△ 11.1

1.6

0.8

R4/9

△ 23.3

44.4

27.8

22.2

38.9

38.9

△ 38.9

22.2

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 5.6

0.9

1.2

R3/9

4.5

50.0

33.3

27.8

11.1

11.1

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

△ 11.1

5.6

3.5

2.8

R2/3

★調査員コメント★
・災害復旧工事を中心に受注は概ね安定。定期的な短期資
金利用あり（建設業）
・経費等コスト増加分を販売価格に転嫁できていない状
況。利益率を確保できる受注に注力したいが、下請け先
として難しいのが現状である（建設業）

★調査員コメント★
・土地の売れ行きが悪くなると予測している。（不動産業）
・物件の価格が上昇していると感じている。（不動産業）
・不動産流通が物価上昇等により中断しているように感じ
る。分譲地開発・売却の当社スタイルの変換が必要な時期
に来ていると思われる。（不動産業）

経営改善は「ちくしん」に相談してみよう。 クラウドファンディングは「ちくしん」に相談してみよう。
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建設業

～ 業況は悪化に転じるものの、今後やや持ち直す見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比7.9ポイント増加

し、プラス4.5と好転した。今後はプラス5.7と前期比1.2

ポイント増加し、前期並みの見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比22.2ポイント減少し、

マイナス11.1と悪化に転じた。今後はマイナス5.6と前

期比5.5ポイント増加し、やや持ち直す見通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比5.6ポイント減少し、マイナ

ス5.6と悪化に転じた。今後もマイナス5.6と前期並みの

見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比11.1ポイント減少し、マイ

ナス16.7と減少幅が拡大した。今後はマイナス5.6と

11.1ポイント増加し、やや持ち直す見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比マイナス5.5のマイナ

ス22.2と厳しさが増した。今後は11.1ポイント増加し、

マイナス11.1と厳しさが和らぐ見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「材料価格の上昇（11）」が

最も多く、ついで「人手不足（7）」「利幅の縮小（6）」であっ

たが、今期は「材料価格の上昇（11）」が最も多く、ついで

「人手不足（8）」「売上不振（4）」となった。

不動産業

～ 業況は好転し、今後はほぼ前期並みの見通し ～
　今期のちくしん指数Ｄ．Ｉ．は、前期比3.3ポイント減少

し、マイナス2.2と悪化に転じた。今後はマイナス4.4とや

や悪化する見通しとなった。

　今期の業況判断Ｄ．Ｉ．は、前期比27.8ポイント増加し、プ

ラス22.2と好転した。今後はプラス22.2と前期並みの見

通しとなった。

　今期の売上Ｄ．Ｉ．は、前期比22.3ポイント減少し、マイナ

ス5.6と増加から減少に転じた。今後はプラス22.2と

27.8ポイント増加し、好転する見通しとなった。

　今期の利益Ｄ．Ｉ．は、前期比プラスマイナスゼロのマイ

ナス5.6と前期並みであった。今後はプラス16.7と22.3

ポイント増加し、好転する見通しとなった。

　今期の資金繰りＤ．Ｉ．は、前期比5.6ポイント減少し、マ

イナス5.6と悪化に転じた。今後はプラスマイナスゼロの

均衡でありやや持ち直す見通しとなった。

　前期の経営課題は、多い順に「商品物件の高騰（10）」が

最も多く、ついで「商品物件の不足（6）」「同業者間の競争

（5）」であったが、今期は「商品物件の高騰（8）」が最も多

く、ついで「同業者間の競争（5）」となった。

ちくしん指数

業況

売上

受注残

利益

請負価格

材料価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

4.5

△ 11.1

△ 5.6

△ 5.6

△ 16.7

27.8

83.3

0.0

△ 22.2

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

2.1

1.3

R6/9

5.7

△ 5.6

△ 5.6

0.0

△ 5.6

11.1

61.1

0.0

△ 11.1

△ 5.6

27.8

△ 16.7

△ 5.6

0.0

12.5

見通し

△ 3.4

11.1

0.0

5.6

△ 5.6

27.8

83.3

△ 5.6

△ 16.7

0.0

44.4

△ 11.8

△ 35.3

3.4

1.8

R6/3

△ 4.8

5.9

23.5

5.9

△ 11.8

23.5

88.2

△ 5.9

5.9

△ 23.5

11.8

△ 11.8

△ 23.5

2.6

0.8

R5/3

3.3

△ 11.1

△ 11.1

5.6

△ 38.9

16.7

94.4

0.0

△ 16.7

△ 5.6

27.8

△ 22.2

△ 27.8

2.8

1.6

R5/9

△ 23.3

16.7

27.8

22.2

17.6

△ 5.9

77.8

△ 11.8

11.8

△ 22.2

0.0

△ 22.2

△ 22.2

0.9

0.7

R3/9

△ 10.1

17.6

△ 5.6

5.6

0.0

5.6

77.8

0.0

5.6

△ 5.6

11.1

△ 22.2

△ 11.8

2.8

1.3

R4/3

△ 34.1

△ 22.2

△ 27.8

△ 27.8

△ 38.9

△ 11.1

22.2

△ 11.1

△ 33.3

△ 5.6

11.1

27.8

△ 11.1

1.9

1.9

R2/9

△ 31.1

11.8

11.1

16.7

11.1

0.0

22.2

0.0

0.0

△ 27.8

5.6

16.7

△ 17.6

1.6

0.7

R3/3

△ 3.3

11.1

△ 16.7

11.8

0.0

5.6

77.8

△ 5.6

5.6

△ 5.6

5.6

△ 16.7

11.1

2.0

0.9

R4/9

1.2

35.3

17.6

29.4

0.0

5.9

41.2

0.0

0.0

△ 11.8

11.8

△ 12.5

△ 18.8

3.2

1.8

R2/3ちくしん指数

業況

売上

利益

販売価格

仕入価格

在庫過剰感

資金繰り

残業時間

人手不足度

運転資金借入

設備資金借入

繁華街回数

接待回数

調査項目

△ 2.2

22.2

△ 5.6

△ 5.6

5.6

16.7

△ 16.7

△ 5.6

△ 5.6

11.1

△ 33.3

0.0

2.6

1.8

R6/9

△ 4.4

22.2

22.2

16.7

0.0

27.8

△ 16.7

0.0

0.0

22.2

△ 33.3

0.0

△ 11.8

△ 11.8

見通し

1.1

△ 5.6

16.7

△ 5.6

22.2

47.1

5.9

0.0

0.0

△ 5.6

△ 35.3

△ 11.8

2.2

1.2

R6/3

6.7

38.9

11.1

5.6

38.9

41.2

△ 5.9

△ 5.6

△ 11.8

0.0

△ 16.7

△ 29.4

1.3

1.0

R5/3

4.7

5.9

△ 11.8

△ 5.9

37.5

50.0

12.5

△ 5.9

△ 11.8

0.0

△ 5.9

△ 11.8

2.7

0.9

R5/9

△ 34.5

△ 11.1

△ 5.6

0.0

5.9

6.7

△ 20.0

0.0

0.0

0.0

△ 5.6

△ 22.2

2.8

2.8

R2/9

△ 34.1

16.7

0.0

△ 11.1

0.0

0.0

△ 29.4

0.0

△ 23.5

△ 5.9

11.1

△ 5.6

0.6

0.4

R3/3

△ 10.6

35.3

△ 11.8

11.8

29.4

47.1

△ 23.5

0.0

△ 17.6

0.0

△ 11.8

△ 5.9

1.1

1.0

R4/3

△ 3.4

50.0

44.4

44.4

35.3

41.2

△ 23.5

11.1

△ 17.6

△ 6.3

△ 11.1

△ 11.1

1.6

0.8

R4/9

△ 23.3

44.4

27.8

22.2

38.9

38.9

△ 38.9

22.2

△ 11.1

0.0

△ 5.6

△ 5.6

0.9

1.2

R3/9

4.5

50.0

33.3

27.8

11.1

11.1

△ 11.1

11.1

△ 5.6

0.0

△ 11.1

5.6

3.5

2.8

R2/3

★調査員コメント★
・災害復旧工事を中心に受注は概ね安定。定期的な短期資
金利用あり（建設業）
・経費等コスト増加分を販売価格に転嫁できていない状
況。利益率を確保できる受注に注力したいが、下請け先
として難しいのが現状である（建設業）

★調査員コメント★
・土地の売れ行きが悪くなると予測している。（不動産業）
・物件の価格が上昇していると感じている。（不動産業）
・不動産流通が物価上昇等により中断しているように感じ
る。分譲地開発・売却の当社スタイルの変換が必要な時期
に来ていると思われる。（不動産業）

経営改善は「ちくしん」に相談してみよう。 クラウドファンディングは「ちくしん」に相談してみよう。
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特別調査

若手の不足と高齢化が悩み

　現在の人材の状況について

懸念していることについては、

「若手が不足している（26.9

％）」と「高齢化が進んでいる

（22.2％）」の２つが他の選択

肢と比べて多くの回答を集め

た。この２つの回答について

は、業種や規模を問わず回答割

合が高い傾向にあった。

　続いて「熟練者が不足している

（14.6％）」は製造業やサービス

業で、「営業で働く従業員が少な

い（8.8％）」は不動産業で、それぞ

れ回答割合が高い傾向にあった。

　一方で、「懸念していることは

ない」は13.5％にとどまった。

調査目的：中小企業における人材戦略について調査しました。

調査対象：「景気動向調査」に同じ

＊小数点第2位以下を切り捨てておりますので、合計は一致しない場合があります。

OJT以外の教育訓練は低調

　職場内での実地の訓練（ＯＪＴ）以外

の教育訓練の実施状況については、

「実施していない」が52.5％と過半数

を占めた。特に規模の小さい企業を

中心に、ＯＪＴ以外の教育訓練が低調

な様子が見て取れる。

　対して、ＯＪＴ以外の訓練を実施し

ている企業においては、「社内研修会

や勉強会の実施（勤務時間内）」が

18.9％と最も高く、以下「資格取得

等、自己啓発費用の会社負担」が

10.7％で続いた。業種別にみると、

建設業で「資格取得等、自己啓発費用

の会社負担」が高い傾向にあった。

賃金引上げ機運は道半ば

　2024年中の賃金引上げ状況（実施予定を

含む、定期昇給分や賞与、一時金は除く。）に

ついては、「２％以上の賃上げ実施」（「２％以

上４％未満」「４％以上６％未満」「６％以上」

の合計）は27.4％と、全体の４分の１をやや

上回った。また「２％未満の賃上げ実施」は

28.4％と、こちらも全体の４分の１をやや

上回った。対して、「賃上げ実施せず」は44.2

％と、半数近くにのぼっている。

人材不足には中途採用の強化

で対応

　人材に関する今後の対応策に

ついては、「中途採用の強化」が

29.5％と最も高くなり、ほぼす

べての業種で、「新卒採用の強化

（14.8％）」を上回った。以下、「外

国人の採用（8.1％）」、「女性活躍

推進（7.4％）」が続いた。対して、

「特に対応策を検討していない」

は30.2％となった。

(1)現在の人材の状況について懸念していること

(4)2024年中の賃金引上げ状況（実施予定を含む）

(3)ＯＪＴ以外の教育訓練の実施状況

3割強が2024年問題で悪影響見込む

　2024年問題（建設業、自動車運転業、医師

などにおける残業時間の上限規制）の影響

については、「大きく悪影響がある（6.5％）」

と「やや悪影響がある（29.3％）」の計35.8

％で悪影響があると見込んでいる。対して、

好影響を見込む企業は「大きく」「やや」を合

わせてもゼロであった。また、「影響はない・

わからない」が64.1％と全体の３分の２近く

を占めた。

　対応状況については、「対応を取った」が

11.9％にとどまったのに対し、「必要性は感

じているが対応していない」が33.3％を占

めた。また「対応を取る必要はない」と考え

る企業が54.8％を占めた。

(2)人材に関する今後の対応策

人手不足は「ちくしん」に相談してみよう。 Ｍ＆Ａは「ちくしん」に相談してみよう。
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久留米大学だより久留米大学だより

地
域
に
お
け
る「
市
民
性
」と「
社
会
起
業
家
精
神
」の
醸
成

社
会
課
題
を
解
決
す
る「
市
民
性
」と「
社
会
起
業
家
精
神
」

　
現
在
、
筆
者
は
、
主
に
環
境
問
題
な
ど
の
社
会
課
題
や
地
域

課
題
を
、
起
業
家
精
神
（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
や
市

民
参
画
（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
）
の
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
研
究
や
教
育
、

実
践
活
動
を
行
っ
て
い
る
。ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

（e
n
tre
p
re
n
e
ursh

ip

）
と
は
、「
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
自
ら
の
創
意
工
夫
や
新
し
い
価
値
創
造

に
よ
り
、
新
規
事
業
創
出
や
組
織
、
社
会
変
革
に
挑
戦
す
る
精

神
性
」
を
意
味
し
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（c

itize
n
sh
ip

）
と

は
、「
市
民
性
」と
訳
さ
れ
、「
あ
る
共
同
体（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

社
会
に
属
す
る
人
々
が
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
構
成
員
と
し

て
い
か
に
振
る
舞
う
か
」と
い
っ
た
概
念
を
意
味
す
る
。

　
社
会
・
経
済
の
発
展
に
は
、
仕
事
や
雇
用
の
創
出
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。そ
し
て
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
）
お
よ
び
起
業
活
動
が
果
た
す
役
割
は
小

さ
く
な
い
。ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー（
起
業
家
）か
ら
派
生
し
、
企

業
家
精
神
や
起
業
家
精
神
と
も
呼
ば
れ
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
言
葉
は
、
新
し
い
事
業
や
組
織
を
創
造

し
よ
う
と
果
敢
に
挑
む
姿
勢
や
態
度
を
意
味
す
る
。ま
た
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
社
会
起
業
家

精
神
）は
、
そ
の
中
で
、「
社
会
課
題
の
解
決
」に
よ
り
重
点
を

置
い
て
い
る
。つ
ま
り
、
社
会
起
業
家
精
神
が
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る
際
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ス
キ
ル
を
応
用
し
、
問
題
の
解
決
と
と
も
に
収
益
の

確
保
に
も
取
り
組
む
事
業
や
組
織
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
で
あ
る
。

社
会
課
題
解
決
事
業「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

　
社
会
起
業
家
精
神
に
通
じ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
学
賞
受
賞
者
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
に

よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
。ユ
ヌ
ス
氏
は
、
貧
し
い
人
々
の
経
済
的

自
立
を
助
け
る
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
小
額
無
担
保
融

Vol.1３

資
）
と
い
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
発
案
し
、
そ
れ
を
母
国
の
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
に
広
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
貧
困
を
軽
減
し
た
業
績
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。

ユ
ヌ
ス
氏
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
あ
た
っ
て
次
の
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
従
来
、
人
間
お
よ
び
人
間
の
集
合
体
で
あ
る
企
業
（
会
社
）

は
、
私
的
利
潤
の
追
求
を
前
提
に
行
動
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ

て
き
た
。し
か
し
、
人
間
は
利
己
的
で
あ
る
と
同
時
に
利
他
心

を
併
せ
持
つ
存
在
で
あ
り
、
会
社
組
織
に
と
っ
て
も
、
従
来
型

の
個
人
的
利
益
ま
た
は
利
潤
最
大
化
を
追
求
す
る
会
社
（
営
利

企
業
）の
み
な
ら
ず
、他
者
の
利
益
に
専
念
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
が
重
要
で
あ
り
、
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
そ
れ
を

新
し
く
制
度
的
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
は
、
現
在
の
資
本
主
義
制
度
の
中
で
運
営
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
厳
し
さ
が
強
く
要
請
さ
れ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。と
く
に
、
持
続
可
能
性
の
あ
る
経

営
、
つ
ま
り
営
利
企
業
と
同
様
、
経
費
を
賄
う
だ
け
の
収
益
を

確
保
す
る
こ
と
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
行
に
移
す
野
心
的

な
起
業
家
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
も

重
要
な
基
準
は
、
社
会
的
価
値
と
経
済
的
価
値
の
創
出
と
利
潤

を
社
会
的
活
動
の
発
展
に
再
投
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
社
会
起
業
家
の
現
状

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
社
会
的
起
業
家
精
神
の
状
況
を
把
握
す

る
調
査
は
少
な
い
た
め
、
筆
者
は
国
内
実
態
調
査
を
複
数
年
に

わ
た
っ
て
実
施
し
、
論
文
な
ど
で
公
開
し
て
き
た
。直
近
で
は
、

公
益
財
団
法
人
九
州
経
済
調
査
協
会
と
共
同
で
、
全
国 

4
,
0
0
0 

名
に
対
す
る
調
査
を 
2
0
2
4
年
に
実
施
し

た
。そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
2
0
2
4
年
の
わ
が
国
の「
社
会
起

業
家
」
は
1
.
7
％
に
と
ど
ま
り
、「
過
去
の
社
会
起
業
経
験

者
」
も
3
.
4
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。こ
の
両
者
の
合
計
で
示

さ
れ
る「
社
会
起
業
経
験
者
」は
約
５
％
と
な
っ
た
。な
お
、
今

後
の
社
会
起
業
の
意
思
を
持
つ
「
社
会
起
業
家
予
備
群
」
は 

7
.
7
％
、
社
会
起
業
の
意
思
は
な
い
が
社
会
起
業
に
関
心

を
持
つ「
社
会
起
業
関
心
層
」は 

1
7
.
3
％
で
あ
り
、
社
会

起
業
家
か
ら
社
会
起
業
関
心
層
ま
で
の
合
計
で
約
３
割
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
割
合
は
他
国
と
比
べ
る
と
決
し
て
大
き

な
割
合
と
は
言
え
な
い
が
、
2
0
1
8
年
に
実
施
し
た
調
査

と
2
0
2
4
年
の
調
査
結
果
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
6
年
で

社
会
起
業
関
心
層
の
顕
著
な
増
加
が
見
ら
れ
る
。社
会
起
業

家
か
ら
社
会
起
業
関
心
層
ま
で
の
合
計
は
倍
増
し
て
お
り
、

社
会
起
業
家
予
備
群
も
増
え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

裾
野
の
広
が
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。ち
な
み
に
、
九
州
・

沖
縄
地
域
に
限
定
す
る
と
、「
社
会
起
業
家
」
は 

1
.
8
％
、

「
社
会
起
業
経
験
者
」は 

3
.
2
％（
上
記
の
合
計
で
あ
る
社

会
起
業
経
験
者
は 

5
.
0
％
）、「
社
会
起
業
家
予
備
群
」
は 

6
.
3
％
、「
社
会
起
業
関
心
層
」は 

2
0
.
0
％
で
、
合
計

は 

3
1
.
3
％
と
な
り
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
関
す
る
普
及
啓
発
・
教
育
活

動　
日
本
に
お
い
て
は
、社
会
起
業
家
も
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
も
、ま
だ
ま
だ
少
な
く
、認
知
度
も
必
ず
し
も
高
く
な
い

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、

社
会
起
業
に
関
心
が
あ
る
人
、
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
実
際
に
様
々
な
社
会
起
業
支
援

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。例
え
ば
、筆
者
が
客
員
研
究
員
と
し
て

所
属
す
る
九
州
大
学
ユ
ヌ
ス
＆
椎
木
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
の
名
前
を
冠

し
、同
氏
と
連
携
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
ユ
ヌ
ス
&
ユ
ー（
Y
Y
）ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
は
、若
い
人
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
啓
発
や
社
会
起
業
家
精
神
の
醸
成
を
促
し
て
い

る
。（
な
お
、2
0
2
4
年
の
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、筆
者
の
所

属
す
る
久
留
米
大
学
の
学
生
も
参
加
し
て
い
る
。ま
た
、
過
去

に
は
筆
者
の
所
属
し
て
い
た
中
央
大
学
商
学
部
の
ゼ
ミ
生
グ

ル
ー
プ
が
、
学
生
部
門
で
優
勝
し
、
そ
の
後
そ
の
学
生
は
自
ら

社
会
起
業
を
し
た
。）
ま
た
、
筆
者
も
運
営
メ
ン
バ
ー
と
し
て

参
加
し
て
い
る
「
久
留
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
久
留
米
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
ん
く

る
／
久
留
米
ガ
ス
／
久
留
米
商
工
会
議
所
／
久
留
米
市
／
日

本
政
策
金
融
公
庫
久
留
米
支
店
／
久
留
米
大
学
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
）」
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
久

留
米
市
の
個
人
や
組
織
・
団
体
を
つ
な
ぐ「
く
る
め
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

2
0
2
3
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
久
留
米
大
学
御
井
キ
ャ

ン
パ
ス
の
地
域
連
携
施
設
「
つ
な
が
る
め
」
に
て
、
吉
本
興
業

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

元
取
締
役
会
長
で
、
一
般
社

団
法
人m

o
th
e
r h
a
 h
a

の
代
表
理
事
で
あ
る
大
﨑
洋
氏
を

講
師
に
迎
え
、
２
０
２
３
年
10
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
。オ
ン

ラ
イ
ン
を
含
め
約
1
0
0
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　
大
﨑
氏
は
、
吉
本
興
業
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
新
会
社
「
ユ
ヌ
ス
・
よ
し
も
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
株
式
会
社
」
の
設
立
や
、
地
方
創
生
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

2
0
2
2
年
3
月
に
開
局
さ
れ
た
「
B
S
よ
し
も
と
」
開
設
な

ど
に
関
わ
ら
れ
、
2
0
2
3
年
退
職
後
は
一
般
社
団
法
人 

m
o
th
e
r h
a
. h
a

を
設
立
、
2
0
2
5
年
に
開
催
さ
れ
る「
大

阪
・
関
西
万
博
」
の
催
事
検
討
会
議
委
員
の
共
同
座
長
に
も
就

任
し
て
い
る
。筆
者
自
身
も「
文
化
、
芸
術
、
教
育
の
振
興
を
通

し
て
、
地
方
の
活
性
化
や
社
会
問
題
の
解
決
を
促
進
し
、
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
一
般
社
団
法
人m

o
th
e
r 

h
a
. h
a

の
一
員
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
契
約
）
と
し
て
活
動

を
共
に
し
て
い
る
。な
お
、
２
０
２
４
年
度
の
「
く
る
め
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
」は
、
株
式
会
社ta

liki 

代
表
取
締
役
C
E
O
の
中
村
多
伽
氏
を
基
調
講
演
者
と
し
て
、

２
０
２
４
年
10
月
25
日
に
実
施
し
た
。

今
後
の
展
望

　
最
後
に
、
地
域
に
お
け
る「
市
民
性
」と「
社
会
起
業
家
精
神
」

を
醸
成
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
普

及
・
啓
発
だ
け
に
限
ら
な
い
。特
に
若
い
人
に
向
け
た
政
治
的

リ
テ
ラ
シ
ー
や
政
治
参
加
意
識
を
育
む
主
権
者
教
育
も
重
要

で
あ
る
。余
談
で
は
あ
る
が
、
２
０
２
４
年
８
月
、
シ
ェ
イ
ク
・

ハ
シ
ナ
前
首
相
が
辞
任
・
国
外
脱
出
し
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
は
、
前
述
の
ユ
ヌ
ス
氏
が
、
暫
定
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
に
指
名

さ
れ
た
。ハ
シ
ナ
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
ん
だ
抗
議
運
動
を
主

導
し
た
学
生
ら
は
、
ユ
ヌ
ス
氏
が
暫
定
政
権
を
率
い
る
こ
と
を

求
め
て
い
た
。そ
れ
が
実
現
し
た
形
と
な
っ
た
。

　
一
人
ひ
と
り
の「
市
民
参
画
」と「
社
会
起
業
家
精
神
」で
、
地

域
や
社
会
を
よ
り
よ
い
方
向
に
少
し
ず
つ
で
も
変
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。筆
者
が

久
留
米
大
学
基
盤
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
担
当
す
る
講
義
「
地

域
連
携
実
践
演
習（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
演
習
）」で
は
、
久
留

米
市
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
南
筑
高
校
と
連
携
し
た
主
権

者
教
育
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。若
い
世
代
の
選
挙
の
投
票
率

向
上
を
目
指
し
、
選
挙
の
イ
メ
ー
ジ
に
親
し
み
や
す
さ
を
与

え
、
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

高
校
生
と
大
学
生
が
協
力
し
て
、
選
挙
啓
発
動
画
の
制
作
や
、

【趣味など】　サッカー、音楽

模
擬
選
挙
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。今
後
、こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
お
よ
び
関
連
す
る

学
術
的
な
研
究
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
・
社
会
を
少
し
で

も
良
く
し
て
い
く
た
め
の
実
践
者
と
、
支
援
者
、
研
究
者
、
行

政
、
金
融
機
関
、
企
業
、
地
域
団
体
と
の
有
機
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

【略歴】
福岡県田川市生まれ、久留米市出身。久留米大学附設中学・高等学
校卒業。東京工業大学・同大学院社会理工学研究科修士課程修了
（修士（工学））。同大学院理工学研究科国際開発工学専攻博士課程
修了（博士（工学））。財団法人日本生産性本部，北九州市立大学，九
州大学、中央大学、東京大学 社会科学研究所准教授を経て現職。

【著書】
『はじめてのアントレプレナーシップ論』中央経済社，2019年
（単著）、『持続可能なまちづくり－データで見る豊かさ』中央経済
社，2019年（共著）、『新国富論‐新たな経済指標で地方創生（岩波
ブックレット）』岩波書店，2016年など。その他、国際査読付き論
文など多数。

久留米大学
基盤教育研究センター
教授

中村　寛樹
ナカムラ　　　   ヒロキ

教授

国際会議でユヌス氏と

久留米ソーシャルビジネスチラシ

税理士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。 中小企業診断士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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地
域
に
お
け
る「
市
民
性
」と「
社
会
起
業
家
精
神
」の
醸
成

社
会
課
題
を
解
決
す
る「
市
民
性
」と「
社
会
起
業
家
精
神
」

　
現
在
、
筆
者
は
、
主
に
環
境
問
題
な
ど
の
社
会
課
題
や
地
域

課
題
を
、
起
業
家
精
神
（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
や
市

民
参
画
（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
）
の
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
研
究
や
教
育
、

実
践
活
動
を
行
っ
て
い
る
。ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

（e
n
tre
p
re
n
e
ursh

ip

）
と
は
、「
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
自
ら
の
創
意
工
夫
や
新
し
い
価
値
創
造

に
よ
り
、
新
規
事
業
創
出
や
組
織
、
社
会
変
革
に
挑
戦
す
る
精

神
性
」
を
意
味
し
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（c

itize
n
sh
ip

）
と

は
、「
市
民
性
」と
訳
さ
れ
、「
あ
る
共
同
体（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

社
会
に
属
す
る
人
々
が
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
構
成
員
と
し

て
い
か
に
振
る
舞
う
か
」と
い
っ
た
概
念
を
意
味
す
る
。

　
社
会
・
経
済
の
発
展
に
は
、
仕
事
や
雇
用
の
創
出
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。そ
し
て
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
）
お
よ
び
起
業
活
動
が
果
た
す
役
割
は
小

さ
く
な
い
。ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー（
起
業
家
）か
ら
派
生
し
、
企

業
家
精
神
や
起
業
家
精
神
と
も
呼
ば
れ
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
言
葉
は
、
新
し
い
事
業
や
組
織
を
創
造

し
よ
う
と
果
敢
に
挑
む
姿
勢
や
態
度
を
意
味
す
る
。ま
た
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
社
会
起
業
家

精
神
）は
、
そ
の
中
で
、「
社
会
課
題
の
解
決
」に
よ
り
重
点
を

置
い
て
い
る
。つ
ま
り
、
社
会
起
業
家
精
神
が
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る
際
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ス
キ
ル
を
応
用
し
、
問
題
の
解
決
と
と
も
に
収
益
の

確
保
に
も
取
り
組
む
事
業
や
組
織
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
で
あ
る
。

社
会
課
題
解
決
事
業「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

　
社
会
起
業
家
精
神
に
通
じ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
学
賞
受
賞
者
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
に

よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
。ユ
ヌ
ス
氏
は
、
貧
し
い
人
々
の
経
済
的

自
立
を
助
け
る
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
小
額
無
担
保
融

Vol.1３

資
）
と
い
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
発
案
し
、
そ
れ
を
母
国
の
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
に
広
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
貧
困
を
軽
減
し
た
業
績
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。

ユ
ヌ
ス
氏
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
あ
た
っ
て
次
の
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
従
来
、
人
間
お
よ
び
人
間
の
集
合
体
で
あ
る
企
業
（
会
社
）

は
、
私
的
利
潤
の
追
求
を
前
提
に
行
動
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ

て
き
た
。し
か
し
、
人
間
は
利
己
的
で
あ
る
と
同
時
に
利
他
心

を
併
せ
持
つ
存
在
で
あ
り
、
会
社
組
織
に
と
っ
て
も
、
従
来
型

の
個
人
的
利
益
ま
た
は
利
潤
最
大
化
を
追
求
す
る
会
社
（
営
利

企
業
）の
み
な
ら
ず
、他
者
の
利
益
に
専
念
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
が
重
要
で
あ
り
、
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
そ
れ
を

新
し
く
制
度
的
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
は
、
現
在
の
資
本
主
義
制
度
の
中
で
運
営
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
厳
し
さ
が
強
く
要
請
さ
れ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。と
く
に
、
持
続
可
能
性
の
あ
る
経

営
、
つ
ま
り
営
利
企
業
と
同
様
、
経
費
を
賄
う
だ
け
の
収
益
を

確
保
す
る
こ
と
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
行
に
移
す
野
心
的

な
起
業
家
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
も

重
要
な
基
準
は
、
社
会
的
価
値
と
経
済
的
価
値
の
創
出
と
利
潤

を
社
会
的
活
動
の
発
展
に
再
投
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
社
会
起
業
家
の
現
状

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
社
会
的
起
業
家
精
神
の
状
況
を
把
握
す

る
調
査
は
少
な
い
た
め
、
筆
者
は
国
内
実
態
調
査
を
複
数
年
に

わ
た
っ
て
実
施
し
、
論
文
な
ど
で
公
開
し
て
き
た
。直
近
で
は
、

公
益
財
団
法
人
九
州
経
済
調
査
協
会
と
共
同
で
、
全
国 

4
,
0
0
0 

名
に
対
す
る
調
査
を 

2
0
2
4
年
に
実
施
し

た
。そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
2
0
2
4
年
の
わ
が
国
の「
社
会
起

業
家
」
は
1
.
7
％
に
と
ど
ま
り
、「
過
去
の
社
会
起
業
経
験

者
」
も
3
.
4
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。こ
の
両
者
の
合
計
で
示

さ
れ
る「
社
会
起
業
経
験
者
」は
約
５
％
と
な
っ
た
。な
お
、
今

後
の
社
会
起
業
の
意
思
を
持
つ
「
社
会
起
業
家
予
備
群
」
は 

7
.
7
％
、
社
会
起
業
の
意
思
は
な
い
が
社
会
起
業
に
関
心

を
持
つ「
社
会
起
業
関
心
層
」は 

1
7
.
3
％
で
あ
り
、
社
会

起
業
家
か
ら
社
会
起
業
関
心
層
ま
で
の
合
計
で
約
３
割
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
割
合
は
他
国
と
比
べ
る
と
決
し
て
大
き

な
割
合
と
は
言
え
な
い
が
、
2
0
1
8
年
に
実
施
し
た
調
査

と
2
0
2
4
年
の
調
査
結
果
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
6
年
で

社
会
起
業
関
心
層
の
顕
著
な
増
加
が
見
ら
れ
る
。社
会
起
業

家
か
ら
社
会
起
業
関
心
層
ま
で
の
合
計
は
倍
増
し
て
お
り
、

社
会
起
業
家
予
備
群
も
増
え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の

裾
野
の
広
が
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。ち
な
み
に
、
九
州
・

沖
縄
地
域
に
限
定
す
る
と
、「
社
会
起
業
家
」
は 

1
.
8
％
、

「
社
会
起
業
経
験
者
」は 

3
.
2
％（
上
記
の
合
計
で
あ
る
社

会
起
業
経
験
者
は 

5
.
0
％
）、「
社
会
起
業
家
予
備
群
」
は 

6
.
3
％
、「
社
会
起
業
関
心
層
」は 

2
0
.
0
％
で
、
合
計

は 

3
1
.
3
％
と
な
り
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と
な
っ

て
い
る
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
関
す
る
普
及
啓
発
・
教
育
活

動　
日
本
に
お
い
て
は
、社
会
起
業
家
も
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
も
、ま
だ
ま
だ
少
な
く
、認
知
度
も
必
ず
し
も
高
く
な
い

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、

社
会
起
業
に
関
心
が
あ
る
人
、
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
実
際
に
様
々
な
社
会
起
業
支
援

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。例
え
ば
、筆
者
が
客
員
研
究
員
と
し
て

所
属
す
る
九
州
大
学
ユ
ヌ
ス
＆
椎
木
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
の
名
前
を
冠

し
、同
氏
と
連
携
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー

が
主
催
す
る
ユ
ヌ
ス
&
ユ
ー（
Y
Y
）ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
は
、若
い
人
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
啓
発
や
社
会
起
業
家
精
神
の
醸
成
を
促
し
て
い

る
。（
な
お
、2
0
2
4
年
の
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、筆
者
の
所

属
す
る
久
留
米
大
学
の
学
生
も
参
加
し
て
い
る
。ま
た
、
過
去

に
は
筆
者
の
所
属
し
て
い
た
中
央
大
学
商
学
部
の
ゼ
ミ
生
グ

ル
ー
プ
が
、
学
生
部
門
で
優
勝
し
、
そ
の
後
そ
の
学
生
は
自
ら

社
会
起
業
を
し
た
。）
ま
た
、
筆
者
も
運
営
メ
ン
バ
ー
と
し
て

参
加
し
て
い
る
「
久
留
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
久
留
米
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
ん
く

る
／
久
留
米
ガ
ス
／
久
留
米
商
工
会
議
所
／
久
留
米
市
／
日

本
政
策
金
融
公
庫
久
留
米
支
店
／
久
留
米
大
学
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
）」
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
久

留
米
市
の
個
人
や
組
織
・
団
体
を
つ
な
ぐ「
く
る
め
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

2
0
2
3
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
久
留
米
大
学
御
井
キ
ャ

ン
パ
ス
の
地
域
連
携
施
設
「
つ
な
が
る
め
」
に
て
、
吉
本
興
業

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 
元
取
締
役
会
長
で
、
一
般
社

団
法
人m

o
th
e
r h
a
 h
a

の
代
表
理
事
で
あ
る
大
﨑
洋
氏
を

講
師
に
迎
え
、
２
０
２
３
年
10
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
。オ
ン

ラ
イ
ン
を
含
め
約
1
0
0
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　
大
﨑
氏
は
、
吉
本
興
業
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
新
会
社
「
ユ
ヌ
ス
・
よ
し
も
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
株
式
会
社
」
の
設
立
や
、
地
方
創
生
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

2
0
2
2
年
3
月
に
開
局
さ
れ
た
「
B
S
よ
し
も
と
」
開
設
な

ど
に
関
わ
ら
れ
、
2
0
2
3
年
退
職
後
は
一
般
社
団
法
人 

m
o
th
e
r h
a
. h
a

を
設
立
、
2
0
2
5
年
に
開
催
さ
れ
る「
大

阪
・
関
西
万
博
」
の
催
事
検
討
会
議
委
員
の
共
同
座
長
に
も
就

任
し
て
い
る
。筆
者
自
身
も「
文
化
、
芸
術
、
教
育
の
振
興
を
通

し
て
、
地
方
の
活
性
化
や
社
会
問
題
の
解
決
を
促
進
し
、
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
一
般
社
団
法
人m

o
th
e
r 

h
a
. h
a

の
一
員
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
契
約
）
と
し
て
活
動

を
共
に
し
て
い
る
。な
お
、
２
０
２
４
年
度
の
「
く
る
め
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
」は
、
株
式
会
社ta

liki 

代
表
取
締
役
C
E
O
の
中
村
多
伽
氏
を
基
調
講
演
者
と
し
て
、

２
０
２
４
年
10
月
25
日
に
実
施
し
た
。

今
後
の
展
望

　
最
後
に
、
地
域
に
お
け
る「
市
民
性
」と「
社
会
起
業
家
精
神
」

を
醸
成
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
普

及
・
啓
発
だ
け
に
限
ら
な
い
。特
に
若
い
人
に
向
け
た
政
治
的

リ
テ
ラ
シ
ー
や
政
治
参
加
意
識
を
育
む
主
権
者
教
育
も
重
要

で
あ
る
。余
談
で
は
あ
る
が
、
２
０
２
４
年
８
月
、
シ
ェ
イ
ク
・

ハ
シ
ナ
前
首
相
が
辞
任
・
国
外
脱
出
し
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

で
は
、
前
述
の
ユ
ヌ
ス
氏
が
、
暫
定
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
に
指
名

さ
れ
た
。ハ
シ
ナ
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
ん
だ
抗
議
運
動
を
主

導
し
た
学
生
ら
は
、
ユ
ヌ
ス
氏
が
暫
定
政
権
を
率
い
る
こ
と
を

求
め
て
い
た
。そ
れ
が
実
現
し
た
形
と
な
っ
た
。

　
一
人
ひ
と
り
の「
市
民
参
画
」と「
社
会
起
業
家
精
神
」で
、
地

域
や
社
会
を
よ
り
よ
い
方
向
に
少
し
ず
つ
で
も
変
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。筆
者
が

久
留
米
大
学
基
盤
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
担
当
す
る
講
義
「
地

域
連
携
実
践
演
習（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
演
習
）」で
は
、
久
留

米
市
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
南
筑
高
校
と
連
携
し
た
主
権

者
教
育
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。若
い
世
代
の
選
挙
の
投
票
率

向
上
を
目
指
し
、
選
挙
の
イ
メ
ー
ジ
に
親
し
み
や
す
さ
を
与

え
、
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

高
校
生
と
大
学
生
が
協
力
し
て
、
選
挙
啓
発
動
画
の
制
作
や
、

【趣味など】　サッカー、音楽

模
擬
選
挙
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。今
後
、こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
お
よ
び
関
連
す
る

学
術
的
な
研
究
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
・
社
会
を
少
し
で

も
良
く
し
て
い
く
た
め
の
実
践
者
と
、
支
援
者
、
研
究
者
、
行

政
、
金
融
機
関
、
企
業
、
地
域
団
体
と
の
有
機
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

【略歴】
福岡県田川市生まれ、久留米市出身。久留米大学附設中学・高等学
校卒業。東京工業大学・同大学院社会理工学研究科修士課程修了
（修士（工学））。同大学院理工学研究科国際開発工学専攻博士課程
修了（博士（工学））。財団法人日本生産性本部，北九州市立大学，九
州大学、中央大学、東京大学 社会科学研究所准教授を経て現職。

【著書】
『はじめてのアントレプレナーシップ論』中央経済社，2019年
（単著）、『持続可能なまちづくり－データで見る豊かさ』中央経済
社，2019年（共著）、『新国富論‐新たな経済指標で地方創生（岩波
ブックレット）』岩波書店，2016年など。その他、国際査読付き論
文など多数。

久留米大学
基盤教育研究センター
教授

中村　寛樹
ナカムラ　　　   ヒロキ

教授

国際会議でユヌス氏と

久留米ソーシャルビジネスチラシ

税理士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。 中小企業診断士の紹介は「ちくしん」にお願いしてみよう。
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桑野新研産業株式会社
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https://www.kuwanoshinken.com
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久
留米
大学生が

Ｑ
．御
社
の
歴
史
と
現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
当
社
は
平
成
7
年
に
先
代
の
桑
野
弘
明
が
桑
野
新
研
産
業
株
式

会
社
を
創
業
し
、平
成
12
年
に
久
留
米
市
三
潴
町
に
て
織
布
工
場
を

設
立
し
ま
し
た
。平
成
20
年
か
ら
は
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
、今
で
は

国
内
へ
の
ネ
ッ
ト
販
売
だ
け
で
な
く
、海
外
へ
の
ネ
ッ
ト
販
売
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
内
容
は
、革
新
織
機
の
織
布
、衣
類
製
造
、卸
販
売
、Ｏ
Ｅ

Ｍ
生
産
、越
境
Ｅ
Ｃ
で
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
2
、3

年
時
は
綿
入
り
は
ん
て
ん
が
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、現
在
で

も
綿
入
り
は
ん
て
ん
が
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
。販
売
の
中
心
は
日
本

国
内
で
あ
り
、海
外
向
け
は
お
ま
け
で
す
が
、海
外
の
人
に
と
っ
て
は

日
本
製
と
い
う
の
が
１
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。そ
れ
以
外
に
も
、甚

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

桑野新研産業株式会社

社
長
に

き
く
!!

平
、作
務
衣
、部
屋
着
な
ど
の
日
常
的
な
商
品
は
海
外
で
も
人
気
で
す
。

7
、8
年
前
ま
で
は
裁
断
作
業
は
職
人
に
よ
る
手
作
業
で
し
た
が
、今

は
機
械
を
導
入
し
て
裁
断
作
業
も
機
械
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．御
社
が
誇
れ
る
こ
と（
強
み
）や
こ
だ
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
当
社
は
、日
本
製
の
み
の
織
布
の
販
売
を
１
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と

し
て
い
ま
す
。日
本
で
販
売
さ
れ
て
い
る
織
布
の
92
％
ほ
ど
が
輸
入
品

で
あ
る
中
、当
社
が
製
造
す
る
織
物
は
、糸
染
、製
織
、整
理
加
工
、縫

製
、検
品
と
い
っ
た
全
て
の
工
程
を
日
本
で
行
っ
て
お
り
、純
日
本
製

の
織
布
を
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、品
質
面
で
は
厳
選
し
た
素
材
を

昔
な
が
ら
の
製
法
で
製
造
し
、目
の
届
く
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
こ
だ
わ

り
、品
質
の
高
い
商
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．経
営
す
る
上
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　
当
社
は
、卸
売
販
売
だ
け
で
な
く
ネ
ッ
ト
販
売
も
行
っ
て
お
り
、商

品
に
対
す
る
お
客
様
の
口
コ
ミ
や
配
送
ス
ピ
ー
ド
を
重
要
視
し
て
い

ま
す
。特
に
口
コ
ミ
は
、お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
点
に
満
足
し
て
い
る

か
、ど
の
よ
う
な
改
善
が
必
要
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、そ
こ
か
ら
商

品
開
発
を
進
め
る
こ
と
で
、よ
り
お
客
様
が
求
め
て
い
る
織
布
を
製
造

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、大
手
企
業
が
効
率
化
を
優
先
し
て
無

地
の
物
を
多
く
生
産
す
る
中
、当
社
で
は
柄
の
入
っ
て
い
る
物
を
多
く

生
産
し
て
お
り
、市
場
に
お
け
る
希
少
価
値
を
意
識
し
、競
争
優
位
を

確
立
す
る
た
め
の
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
、伸

ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
ど
こ

で
す
か
。

　
当
社
に
は
、営
業
活
動
を
す
る

人
は
い
ま
せ
ん
が
、で
き
る
範
囲

で
当
社
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｃ
の
営
業
だ
け
で
は
な
く
、

Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
の
営
業
の
構
築
に
も

力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。当
社
で
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
注

文
さ
れ
た
商
品
は
当
社
の
シ
ス
テ
ム
で
集
約
し
て
い
る
た

め
、こ
の
シ
ス
テ
ム
を
Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
の
サ
イ
ト
作
成
に
お
い

て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、ほ
か
の
企
業
よ
り
も
優
位
性
を
持
っ
て
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．大
企
業
と
比
較
し
た
場
合
、中
小
企
業
の
強
み
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　
中
小
企
業
の
強
み
は
、第
一
に「
日
本
製
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

だ
と
思
い
ま
す
。第
二
に
意
思
決
定
が
早
く
で
き
る
点
で
す
。

第
三
に
経
営
者
自
身
が
商
品
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。当
社
の
場
合
、経
営
者
自
身
も
物
づ
く
り
に
関
わ
っ
て

い
る
の
で
、常
に
商
品
が
１
０
０
点
に
近
づ
け
る
よ
う
に
最
初

の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
関
し
て
は
強
み

で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、従
業
員
と
お
客
様
、従
業
員
と
経
営
者
、販
売
者
と
生
産
者

な
ど
の
距
離
が
非
常
に
近
く
、親
密
な
関
係
を
築
き
や
す
い
こ
と
が
、

中
小
企
業
の
大
き
な
強
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。距
離
が
近
い
と
仕

事
上
で
も
き
ち
ん
と
連
携
が
取
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
か
。

　
私
た
ち
が
求
め
る
人
材
は
、好
き
な
事
、得
意
な
事
に「
一
生
懸

命
」に
取
り
組
む
人
で
す
。特
に
学
生
な
ど
の
若
い
方
に
は
様
々
な

こ
と
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
で
す
。人
材
と
し
て
の
技
術

は
特
に
求
め
ず
、何
事
も
全
力
で
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
十
分
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
近
年
は
企
業
に
お
け
る
人
手
不
足
が
発
生
し
て
お
り
、求
職
者

数
に
対
し
て
求
人
数
が
上
回
っ
て
い
る
状
態
で
す
。学
生
の
う
ち

に
会
社
の
雰
囲
気
を
知
る
た
め
に
会
社
訪
問
し
た
り
、実
際
に
仕

事
体
験
を
し
た
り
す
る
な
ど
色
々
と
行
動
し
て
自
分
の
や
り
た
い

仕
事
、自
分
に
合
う
仕
事
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。ま
た
、若
い
方
は
経
験
が
あ
る
方
と
比
べ
て
信
頼
が
低
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、求
め
る
人
材
で
話
し
た
よ
う
に
何

事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、い
ず
れ
信
頼
を

得
ら
れ
ま
す
。よ
っ
て
、ま
ず
は
色
々
な
事
に
挑
戦
し
何
事
に
も
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

桑野新研産業株式会社
代表取締役

さん桑野　弘共

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、桑

野
新
研
産
業
さ
ん
は
、業
界
内

で
も
早
く
機
械
化
を
進
め
た
企

業
で
あ
り
、ま
た
、日
本
製
に
特

化
し
て
生
産
・
販
売
を
行
い
、品

質
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
経
済

学
科
　
緒
方
玲
菜

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、織

布（
し
ょ
く
ふ
）の
製
造
方
法
や

品
質
管
理
に
つ
い
て
学
ぶ
と
同

時
に
、仕
事
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。ま
た
、社
長
の
話
を
聞
き
、

歴
史
や
経
営
な
ど
、様
々
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
体

験
で
し
た
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
　
三
宮
一
晟

　
今
回
取
材
を
通
し
て
、中
小
企
業
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。社
長
自
身
も
モ
ノ
作
り
に
関
わ
り
、そ
の
商
品
を
売
っ
て

い
く
と
い
う
も
の
は
、大
企
業
に
は
な
い
と
こ
ろ
だ
な
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
　
平
川
諒
輔

　
今
回
、取
材
を
通
し
て
、社
長
の
製
造
業
へ
の
強
い
思
い
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。海
外
に
も
販
売
を
行
っ
て
い
る
所
が
驚
き
で
し

た
。と
て
も
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
、「
何
事
に
も
挑
戦
し
、継
続
す
る

こ
と
は
社
会
に
出
て
と
て
も
重
要
で
あ
る
。」で
す
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
　
池
田
翔
太

　
初
め
て
織
物
業
の
企
業
を
訪
れ
、製
造
し
て
い
る
所
を
見
学
し
て
、

布
生
地
を
形
に
切
り
取
る
作
業
や
布
を
縫
う
作
業
を
効
率
化
し
て
い

て
、桑
野
新
研
産
業
さ
ん
は
、機
械
の
導
入
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
　
三
島
美
咲

質
の
高
い
織
物
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る
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久
留米
大学生が

Ｑ
．御
社
の
歴
史
と
現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
当
社
は
平
成
7
年
に
先
代
の
桑
野
弘
明
が
桑
野
新
研
産
業
株
式

会
社
を
創
業
し
、平
成
12
年
に
久
留
米
市
三
潴
町
に
て
織
布
工
場
を

設
立
し
ま
し
た
。平
成
20
年
か
ら
は
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
、今
で
は

国
内
へ
の
ネ
ッ
ト
販
売
だ
け
で
な
く
、海
外
へ
の
ネ
ッ
ト
販
売
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
内
容
は
、革
新
織
機
の
織
布
、衣
類
製
造
、卸
販
売
、Ｏ
Ｅ

Ｍ
生
産
、越
境
Ｅ
Ｃ
で
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
2
、3

年
時
は
綿
入
り
は
ん
て
ん
が
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、現
在
で

も
綿
入
り
は
ん
て
ん
が
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
。販
売
の
中
心
は
日
本

国
内
で
あ
り
、海
外
向
け
は
お
ま
け
で
す
が
、海
外
の
人
に
と
っ
て
は

日
本
製
と
い
う
の
が
１
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。そ
れ
以
外
に
も
、甚

地元企業の社長に
久留米大学生が

インタビューをしました。

桑野新研産業株式会社

社
長
に

き
く
!!

平
、作
務
衣
、部
屋
着
な
ど
の
日
常
的
な
商
品
は
海
外
で
も
人
気
で
す
。

7
、8
年
前
ま
で
は
裁
断
作
業
は
職
人
に
よ
る
手
作
業
で
し
た
が
、今

は
機
械
を
導
入
し
て
裁
断
作
業
も
機
械
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．御
社
が
誇
れ
る
こ
と（
強
み
）や
こ
だ
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
当
社
は
、日
本
製
の
み
の
織
布
の
販
売
を
１
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
と

し
て
い
ま
す
。日
本
で
販
売
さ
れ
て
い
る
織
布
の
92
％
ほ
ど
が
輸
入
品

で
あ
る
中
、当
社
が
製
造
す
る
織
物
は
、糸
染
、製
織
、整
理
加
工
、縫

製
、検
品
と
い
っ
た
全
て
の
工
程
を
日
本
で
行
っ
て
お
り
、純
日
本
製

の
織
布
を
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、品
質
面
で
は
厳
選
し
た
素
材
を

昔
な
が
ら
の
製
法
で
製
造
し
、目
の
届
く
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
こ
だ
わ

り
、品
質
の
高
い
商
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．経
営
す
る
上
で
特
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　
当
社
は
、卸
売
販
売
だ
け
で
な
く
ネ
ッ
ト
販
売
も
行
っ
て
お
り
、商

品
に
対
す
る
お
客
様
の
口
コ
ミ
や
配
送
ス
ピ
ー
ド
を
重
要
視
し
て
い

ま
す
。特
に
口
コ
ミ
は
、お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
点
に
満
足
し
て
い
る

か
、ど
の
よ
う
な
改
善
が
必
要
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、そ
こ
か
ら
商

品
開
発
を
進
め
る
こ
と
で
、よ
り
お
客
様
が
求
め
て
い
る
織
布
を
製
造

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、大
手
企
業
が
効
率
化
を
優
先
し
て
無

地
の
物
を
多
く
生
産
す
る
中
、当
社
で
は
柄
の
入
っ
て
い
る
物
を
多
く

生
産
し
て
お
り
、市
場
に
お
け
る
希
少
価
値
を
意
識
し
、競
争
優
位
を

確
立
す
る
た
め
の
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．会
社
と
し
て
挑
戦
し
た
い
、伸

ば
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
は
ど
こ

で
す
か
。

　
当
社
に
は
、営
業
活
動
を
す
る

人
は
い
ま
せ
ん
が
、で
き
る
範
囲

で
当
社
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｃ
の
営
業
だ
け
で
は
な
く
、

Ｂ 

ｔ
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Ｂ
の
営
業
の
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築
に
も

力
を
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た
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と
思
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い
ま

す
。当
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で
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
注

文
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れ
た
商
品
は
当
社
の
シ
ス
テ
ム
で
集
約
し
て
い
る
た

め
、こ
の
シ
ス
テ
ム
を
Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
の
サ
イ
ト
作
成
に
お
い

て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
の
た
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、ほ
か
の
企
業
よ
り
も
優
位
性
を
持
っ
て
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．大
企
業
と
比
較
し
た
場
合
、中
小
企
業
の
強
み
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　
中
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企
業
の
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に「
日
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い
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ブ
ラ
ン
ド

だ
と
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ま
す
。第
二
に
意
思
決
定
が
早
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で
き
る
点
で
す
。

第
三
に
経
営
者
自
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が
商
品
を
身
近
に
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じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。当
社
の
場
合
、経
営
者
自
身
も
物
づ
く
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に
関
わ
っ
て

い
る
の
で
、常
に
商
品
が
１
０
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点
に
近
づ
け
る
よ
う
に
最
初

の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
関
し
て
は
強
み

で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、従
業
員
と
お
客
様
、従
業
員
と
経
営
者
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者
と
生
産
者

な
ど
の
距
離
が
非
常
に
近
く
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密
な
関
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を
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き
や
す
い
こ
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が
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中
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企
業
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大
き
な
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で
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と
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ま
す
。距
離
が
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い
と
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事
上
で
も
き
ち
ん
と
連
携
が
取
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
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の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
か
。
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た
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求
め
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人
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は
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な
事
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意
な
事
に「
一
生
懸
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取
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組
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で
す
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な
ど
の
若
い
方
に
は
様
々
な
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と
に
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気
で
取
り
組
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で
欲
し
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で
す
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て
の
技
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は
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に
求
め
ず
、何
事
も
全
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で
取
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組
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う
こ
と
が
で
き

れ
ば
十
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だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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生
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メ
ッ
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し
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す
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に
対
し
て
求
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数
が
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る
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態
で
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の
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に
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の
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囲
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を
知
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に
会
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訪
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し
た
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に
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事
体
験
を
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な
ど
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と
行
動
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自
分
の
や
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た
い

仕
事
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に
合
う
仕
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を
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く
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が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
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た
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方
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が
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方
と
比
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て
信
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が
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く
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す
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に
何
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に
も
一
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に
取
り
組
ん
で
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く
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で
、い
ず
れ
信
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を

得
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ま
す
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て
、ま
ず
は
色
々
な
事
に
挑
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し
何
事
に
も
一

生
懸
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に
取
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組
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と
思
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ま
す
。
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に
は
な
い
と
こ
ろ
だ
な
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
　
平
川
諒
輔

　
今
回
、取
材
を
通
し
て
、社
長
の
製
造
業
へ
の
強
い
思
い
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。海
外
に
も
販
売
を
行
っ
て
い
る
所
が
驚
き
で
し

た
。と
て
も
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
、「
何
事
に
も
挑
戦
し
、継
続
す
る

こ
と
は
社
会
に
出
て
と
て
も
重
要
で
あ
る
。」で
す
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
　
池
田
翔
太

　
初
め
て
織
物
業
の
企
業
を
訪
れ
、製
造
し
て
い
る
所
を
見
学
し
て
、

布
生
地
を
形
に
切
り
取
る
作
業
や
布
を
縫
う
作
業
を
効
率
化
し
て
い

て
、桑
野
新
研
産
業
さ
ん
は
、機
械
の
導
入
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
久
留
米
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
　
三
島
美
咲

質
の
高
い
織
物
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る
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次世代を担う人づくり
～大学生の編集者体験～

キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ（
旧
就
職
ゼ
ミ
）に
つ
い
て

写真4
秋の味覚フェアで

提供した
カボチャのコロッケ

写真5
アジアフェアの
ポスター

写真6
フルーツ祭りの
チラシの写真

写真７
自分が出店依頼したお店に
学生が興味を持ってくれて、
楽しそうに会話する様子

写真8
購入を検討中の学生に、

実際に自分が足を運んだ農園で
学んだ情報を提供している様子

写真９
出荷に行き品出し後の写真

次
号
で
は
、「
ラ
ン
ド
セ
ル
ラ
ン
ド
」へ
の
参
加
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

写真10
期間中の運営の様子

写真11
品出し後の様子

写真3
秋の味覚を楽しもう
フェアのポスター

写真1
私たちが7名で活動した
学食プロジェクトです！

写真2
堀農園さんのところで
規格外で廃棄される
ナスとオクラを収穫

で
し
た
。

【
終
わ
り
に
】

　
こ
の
よ
う
に
学
食
の
利
用
者
を
増
や
す
べ
く
活
動
し
て
き
た
私

た
ち
で
す
が
、徐
々
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
伸
び

て
い
き
６
０
０
人
を
超
え
、「
イ
ン
ス
タ
を
見
て
学
食
に
来
ま
し

た
。」と
い
う
温
か
い
言
葉
を
頂
く
こ
と
も
増
え
て
い
き
、学
食
が
盛

り
上
が
っ
て
い
く
姿
を
肌
で
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
生

と
い
う
貴
重
な
時
間
に
、沢
山
の
方
々
を
巻
き
込
み
、創
っ
て
い
っ

た
学
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
貴
重
な
思
い
出
で
す
。

（
２
）「
ユ
ニ
ス
ト
ア
学
生
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
〜

経
済
学
部
経
済
学
科
　
4
年
　
吉
田
　
修
也

　
私
た
ち
は
久
留
米
の
農
家
や
飲
食
店
を
応
援
し
よ
う
と
、キ
ャ
リ

ア
ゼ
ミ
の
学
生
5
名
で
ユ
ニ
ス
ト
ア
学
生
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
通

称
U
プ
ロ
）を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。今
回
は
、U
プ
ロ
の
誕
生
の
経
緯

及
び
、U
プ
ロ
と
し
て
行
っ
て
き
た
活
動（
フ
ル
ー
ツ
祭
り
と
ク
リ

ス
マ
ス
焼
き
菓
子
マ
ル
シ
ェ
）を
紹
介
し
ま
す
。

【
U
プ
ロ
誕
生
の
経
緯
】

　
U
プ
ロ
の
誕
生
に
は
、大
き
く
分
け
て
2
つ
の
き
っ
か
け
が
あ
り

ま
し
た
。1
つ
目
は
2
0
2
3
年
7
月
に
九
州
北
部
を
襲
っ
た
大

雨
。こ
の
大
雨
で
特
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
久
留
米
市
の
農
家
な

ど
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
目
的
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。2
つ
目

は
、大
学
内
に
あ
る
ユ
ニ
ス
ト
ア
と
い
う
お
店
の
現
状
で
す
。ユ
ニ

ス
ト
ア
と
は
久
留
米
大
学
の
関
連
会
社
で
あ
る
久
大
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
が
学
内
で
運
営
し
て
い
る
お
店
の
こ
と
で
、普
段
は
就
活
関

連
グ
ッ
ズ
や
久
留
米
絣
な
ど
久
留
米
の
特
産
品
を
取
り
扱
っ
て
い

る
お
店
で
す
。私
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
前
ま
で
の
ユ
ニ
ス

ト
ア
は
、販
売
し
て
い
る
商
品
は
、学
生
に
と
っ
て
日
常
的
に
利
用

し
、商
品
を
買
っ
た
り
す
る
よ
う
な
お
店
で
は
な
い
た
め
、学
生
自

体
の
利
用
者
も
少
な
く
、ユ
ニ
ス
ト
ア
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る

が
、何
が
売
ら
れ
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て
い
な
い
学
生
も
た
く
さ
ん

い
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
し
た
。そ
こ
で
ユ
ニ
ス
ト
ア
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
目
的
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

【
①
フ
ル
ー
ツ
祭
り
】

　
フ
ル
ー
ツ
祭
り
と
は
、私
た
ち
U
プ
ロ
の
学
生
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
り
、先
生
や
ユ
ニ
ス
ト
ア
の
職
員
の
協
力
の
も
と
、果
樹
園
や

　
私
た
ち
は
学
部
横
断
的
な「
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」に
所
属

し
て
い
る
学
生
で
す
。将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え
つ

つ
、自
身
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
授
業
以
外
の
時
間
を
使
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。昨
年
度
の
活
動
と
し
て「
学
食
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
ユ
ニ
ス
ト
ア
学
生
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
２
つ

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）学
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

経
済
学
部
文
化
経
済
学
科
　
4
年
　
嵯
峨
　
佑
梨

　
久
留
米
大
学
の
学
食
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
の
学
生
7
名
で
2
0
2
3
年
７
月
か

ら
始
動
し
ま
し
た
。5
つ
の
フ
ェ
ア
の
開
催
と
学
食
を
宣

伝
す
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
4
カ
所
の
学
食
の
日

替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
載
す
る
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。

【
学
生
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

　
ま
ず
私
た
ち
は
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
や
学
食
の
要
望
な

ど
を
学
生
3
0
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。調
査
方
法
も
、昼
休
み
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
多

く
の
学
生
に
楽
し
ん
で
回
答
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
考

え
か
ら
シ
ー
ル
投
票
で
行
い
ま
し
た
。学
生
か
ら
は「
値

段
が
高
い
」「
野
菜
不
足
」「
辛
い
メ
ニ
ュ
ー
が
ほ
し
い
」等

の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

【
①
農
園
フ
ェ
ア
】

　
学
生
の
要
望
を
踏
ま
え
、農
園
か
ら
規
格
外
で
廃
棄
さ

れ
る
野
菜
を
無
償
で
提
供
し
て
も
ら
い
、学
食
で
利
用
す

上
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
形
を
し
た
チ
ー
ズ
が
乗
っ
て
お

り
、見
た
目
も
可
愛
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
③
ア
ジ
ア
フ
ェ
ア
】

　
久
留
米
大
学
は
中
国
人
留
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、母

国
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
中
華
メ
ニ
ュ
ー
を
中

心
に
し
た
フ
ェ
ア
を
２
週
間
実
施
し
ま
し
た
。麻
婆
豆
腐

や
エ
ビ
マ
ヨ
、春
巻
き
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
の
フ
ェ
ア

を
通
し
て
、定
番
メ
ニ
ュ
ー
に
な
る
ほ
ど
、ア
ジ
ア
フ
ェ

ア
は
好
評
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
④
ア
ジ
ア
フ
ェ
ア
第
二
弾
】

　
ア
ジ
ア
フ
ェ
ア
が
好
評
に
つ
き
第
二
弾
を
開
催
し
ま
し

た
。次
は
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
、フ
ォ
ー
、ル
ー
ロ
ー
ハ
ン
と
い
う

か
な
り
珍
し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。馴
染

み
の
な
い
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、な
か

な
か
思
う
よ
う
に
売
上
が
伸
び
ず
に
苦
戦
し
ま
し
た
。そ

ん
な
時
は
声
か
け
を
大
切
に
行
い
、自
分
自
身
で
食
べ
た

感
想
を
伝
え
た
り
、普
段
で
は
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い

機
会
な
の
で
是
非
！
と
い
っ
た
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

【
⑤
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア
】

　
12
月
に「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア
」を
１
週
間
開
催
し
ま

し
た
。ク
リ
ス
マ
ス
に
何
が
食
べ
た
い
か
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
質
問
を
取
り
、多
か
っ
た
も
の
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
ま

し
た
。ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
、グ
ラ
タ
ン
、　
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
な
ど
学
食
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
大
き
く
上
回
る
豪
華

な
メ
ニ
ュ
ー
に
し
ま
し
た
。学
内
の
パ
ン
屋
さ
ん
に
も
協

力
を
し
て
も
ら
い
、ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
パ
ン
や
雪
だ
る

ま
パ
ン
を
数
量
限
定
で
販
売
し
ま
し
た
。学
食
メ
ニ
ュ
ー

も
パ
ン
も
、全
て
昼
休
み
前
に
は
完
売
す
る
ほ
ど
大
盛
況

飲
食
店
へ
自
分
た
ち
で
交
渉
に
行
き
、仕
入
・
販
売
・
広
報
・
集
客
の

全
て
に
関
わ
っ
た
企
画
で
す
。学
生
5
人
で
交
渉
し
、4
つ
の
果
樹

園
と
5
つ
の
飲
食
店
に
参
加
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
中
で

も
、私
は
藤
山
町
の
フ
ル
ト
リ
エ
中
村
果
樹
園
と
呼
ば
れ
る
梨
農
園

とC
in
q
 B
o
u
c
le

（
サ
ン
ク
ブ
ー
ク
レ
）と
い
う
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

デ
ィ
店
を
担
当
し
ま
し
た
。私
は
農
園
で
1
日
働
き
な
が
ら
、若
者

に
梨
を
売
り
込
む
悩
み
を
聞
き
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
が
実
際
に
始

ま
っ
た
時
に
は
、農
家
さ
ん
の
悩
み
を
参
考
に
多
く
の
若
者
に
梨
を

手
に
取
っ
て
も
ら
う
為
に
、「
む
く
み
予
防
」と
い
っ
た
梨
の
効
能
や

梨
キ
ム
チ
な
ど
梨
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
を
書
い
た
チ
ラ
シ

を
配
布
し
販
売
し
ま
し
た
。ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
を
使
っ
て
食
品
サ
ン
プ
ル
を
作
り
、P
R
し
ま
し
た
。フ
ェ
ア
が

お
よ
そ
1
ヶ
月
間
の
開
催
だ
っ
た
の
で
、フ
ェ
ア
中
は
、ぶ
ど
う
の

る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。先
生
に
頼
る
こ
と
な
く
、久
留

米
市
の
農
園
に
直
接
依
頼
し
、協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
働
き
か
け
ま
し
た
。規
格
外
の
ナ
ス
と
オ
ク
ラ
を
頂
き
、

学
食
に
51
食
分
の
マ
ー
ボ
ー
茄
子
と
79
食
分
の
オ
ク
ラ
の

天
ぷ
ら
、オ
ク
ラ
の
た
た
き
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、好
評
で

す
ぐ
に
完
売
し
ま
し
た
。学
食
の
利
用
者
も
徐
々
に
増
え
、

フ
ー
ド
ロ
ス
を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

 【
②
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
フ
ェ
ア
】

　
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
が
多
い
大
学
生
に
、自
炊

す
る
中
で
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
て
い
る
人
が
少
な
い
と

感
じ
、秋
の
味
覚
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
フ
ェ

ア
を
5
日
間
実
施
し
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
人
気
メ

ニ
ュ
ー
だ
っ
た
オ
ム
ラ
イ
ス
、き
の
こ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
パ
ス
タ
を
提
案
し
ま
し
た
。オ
ム
ラ
イ
ス
の

無
料
試
食
会
を
実
施
し
た
り
、飲
食
店
か
ら
取
り
寄
せ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
前
半
と
後
半
で
変
え
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。ま
た
、豪
雨
に

よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
右
田
果
樹
園
へ
学
生
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
、実
際
に
感
じ
た
こ
と
や
、復
興
か
ら
出
店
に
至
る
ま
で
の
過

程
を
資
料
と
し
て
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
祭
り
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、企
画
・
仕
入
・
宣
伝
・
販
売
と
い
う
流
れ
を
体

験
す
る
こ
と
で
、タ
ス
ク
や
小
さ
な
ノ
ル
マ
を
設
定
し
続
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
学
ぶ
こ
と
も
で
き
、最
終
日
に
は
売
上
目
標
の
40
万
円

を
達
成
し
ま
し
た
。

【
②
ク
リ
ス
マ
ス
焼
き
菓
子
マ
ル
シ
ェ
】

　
フ
ル
ー
ツ
祭
り
の
反
省
を
活
か
し
、ク
リ
ス
マ
ス
焼
き
菓
子
マ
ル

シ
ェ
を
企
画
・
運
営
し
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
祭
り
で
は
広
報
活
動
が

チ
ラ
シ
配
り
の
み
だ
っ
た
の
で
、今
回
は
自
分
た
ち
で
動
画
を
作
成

し
、P
R
し
ま
し
た
。ま
た
、飲
食
店
選
び
の
際
に
は
、価
格
だ
け
に

こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、味
や
見
た
目
、日
持
ち
す
る
商
品
で
あ
る

か
ど
う
か
な
ど
も
意
識
し
て
、実
際
に
お
店
の
商
品
を
購
入
し
、学

生
で
試
食
会
を
開
き
、慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
祭
り
と

同
様
に
自
分
た
ち
で
交
渉
に
行
き
、ス
イ
ー
ツ
販
売
し
て
い
る
9
つ

の
お
店
と
、雑
貨
を
販
売
し
て
い
る
13
の
お
店
に
出
店
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ク
リ
ス
マ
ス
焼
き
菓
子
マ
ル
シ
ェ
は
開
催
期
間
が
2
週

間
と
フ
ル
ー
ツ
祭
り
と
比
較
す
る
と
短
か
っ
た
の
で
す
が
、出
店
い

た
だ
い
て
い
る
お
店
の
数
は
、約
2
倍
に
な
っ
た
の
で
、店
内
の
レ

イ
ア
ウ
ト
を
日
替
わ
り
で
変
更
す
る
な
ど
し
て
、全
て
の
商
品
が
お

客
様
の
目
に
届
く
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。ま
た
、ク
リ
ス
マ
ス

と
い
う
こ
と
で
、期
間
中
に
ケ
ー
キ
1
ホ
ー
ル
や
文
房
具
が
当
た
る

ク
リ
ス
マ
ス
抽
選
会
も
行
い
ま
し
た
。今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
売
上

目
標
の
25
万
円
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。客
、店
、仕
入
先

の「
三
方
よ
し
」を
最
優
先
に
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
行
う
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



19 ここんにき 18ここんにき住宅ローン・その他のローンは「ちくしん」に相談してみよう。 インターンシップの受け入れは「ちくしん」に相談してみよう。

次世代を担う人づくり
～大学生の編集者体験～

キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ（
旧
就
職
ゼ
ミ
）に
つ
い
て

写真4
秋の味覚フェアで
提供した

カボチャのコロッケ

写真5
アジアフェアの
ポスター

写真6
フルーツ祭りの
チラシの写真

写真７
自分が出店依頼したお店に
学生が興味を持ってくれて、
楽しそうに会話する様子

写真8
購入を検討中の学生に、

実際に自分が足を運んだ農園で
学んだ情報を提供している様子

写真９
出荷に行き品出し後の写真

次
号
で
は
、「
ラ
ン
ド
セ
ル
ラ
ン
ド
」へ
の
参
加
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

写真10
期間中の運営の様子

写真11
品出し後の様子

写真3
秋の味覚を楽しもう
フェアのポスター

写真1
私たちが7名で活動した
学食プロジェクトです！

写真2
堀農園さんのところで
規格外で廃棄される
ナスとオクラを収穫

で
し
た
。

【
終
わ
り
に
】

　
こ
の
よ
う
に
学
食
の
利
用
者
を
増
や
す
べ
く
活
動
し
て
き
た
私

た
ち
で
す
が
、徐
々
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
伸
び

て
い
き
６
０
０
人
を
超
え
、「
イ
ン
ス
タ
を
見
て
学
食
に
来
ま
し

た
。」と
い
う
温
か
い
言
葉
を
頂
く
こ
と
も
増
え
て
い
き
、学
食
が
盛

り
上
が
っ
て
い
く
姿
を
肌
で
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。大
学
生

と
い
う
貴
重
な
時
間
に
、沢
山
の
方
々
を
巻
き
込
み
、創
っ
て
い
っ

た
学
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
貴
重
な
思
い
出
で
す
。

（
２
）「
ユ
ニ
ス
ト
ア
学
生
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
〜

経
済
学
部
経
済
学
科
　
4
年
　
吉
田
　
修
也

　
私
た
ち
は
久
留
米
の
農
家
や
飲
食
店
を
応
援
し
よ
う
と
、キ
ャ
リ

ア
ゼ
ミ
の
学
生
5
名
で
ユ
ニ
ス
ト
ア
学
生
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
通

称
U
プ
ロ
）を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。今
回
は
、U
プ
ロ
の
誕
生
の
経
緯

及
び
、U
プ
ロ
と
し
て
行
っ
て
き
た
活
動（
フ
ル
ー
ツ
祭
り
と
ク
リ

ス
マ
ス
焼
き
菓
子
マ
ル
シ
ェ
）を
紹
介
し
ま
す
。

【
U
プ
ロ
誕
生
の
経
緯
】

　
U
プ
ロ
の
誕
生
に
は
、大
き
く
分
け
て
2
つ
の
き
っ
か
け
が
あ
り

ま
し
た
。1
つ
目
は
2
0
2
3
年
7
月
に
九
州
北
部
を
襲
っ
た
大

雨
。こ
の
大
雨
で
特
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
久
留
米
市
の
農
家
な

ど
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
目
的
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。2
つ
目

は
、大
学
内
に
あ
る
ユ
ニ
ス
ト
ア
と
い
う
お
店
の
現
状
で
す
。ユ
ニ

ス
ト
ア
と
は
久
留
米
大
学
の
関
連
会
社
で
あ
る
久
大
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
が
学
内
で
運
営
し
て
い
る
お
店
の
こ
と
で
、普
段
は
就
活
関

連
グ
ッ
ズ
や
久
留
米
絣
な
ど
久
留
米
の
特
産
品
を
取
り
扱
っ
て
い

る
お
店
で
す
。私
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
前
ま
で
の
ユ
ニ
ス

ト
ア
は
、販
売
し
て
い
る
商
品
は
、学
生
に
と
っ
て
日
常
的
に
利
用

し
、商
品
を
買
っ
た
り
す
る
よ
う
な
お
店
で
は
な
い
た
め
、学
生
自

体
の
利
用
者
も
少
な
く
、ユ
ニ
ス
ト
ア
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る

が
、何
が
売
ら
れ
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て
い
な
い
学
生
も
た
く
さ
ん

い
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
し
た
。そ
こ
で
ユ
ニ
ス
ト
ア
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
目
的
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

【
①
フ
ル
ー
ツ
祭
り
】

　
フ
ル
ー
ツ
祭
り
と
は
、私
た
ち
U
プ
ロ
の
学
生
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
り
、先
生
や
ユ
ニ
ス
ト
ア
の
職
員
の
協
力
の
も
と
、果
樹
園
や

　
私
た
ち
は
学
部
横
断
的
な「
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」に
所
属

し
て
い
る
学
生
で
す
。将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え
つ

つ
、自
身
の
知
識
・
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
授
業
以
外
の
時
間
を
使
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。昨
年
度
の
活
動
と
し
て「
学
食
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
ユ
ニ
ス
ト
ア
学
生
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
２
つ

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
１
）学
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

経
済
学
部
文
化
経
済
学
科
　
4
年
　
嵯
峨
　
佑
梨

　
久
留
米
大
学
の
学
食
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
の
学
生
7
名
で
2
0
2
3
年
７
月
か

ら
始
動
し
ま
し
た
。5
つ
の
フ
ェ
ア
の
開
催
と
学
食
を
宣

伝
す
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
4
カ
所
の
学
食
の
日

替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
載
す
る
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。

【
学
生
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

　
ま
ず
私
た
ち
は
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
や
学
食
の
要
望
な

ど
を
学
生
3
0
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。調
査
方
法
も
、昼
休
み
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
多

く
の
学
生
に
楽
し
ん
で
回
答
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
考

え
か
ら
シ
ー
ル
投
票
で
行
い
ま
し
た
。学
生
か
ら
は「
値

段
が
高
い
」「
野
菜
不
足
」「
辛
い
メ
ニ
ュ
ー
が
ほ
し
い
」等

の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

【
①
農
園
フ
ェ
ア
】

　
学
生
の
要
望
を
踏
ま
え
、農
園
か
ら
規
格
外
で
廃
棄
さ

れ
る
野
菜
を
無
償
で
提
供
し
て
も
ら
い
、学
食
で
利
用
す

上
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
形
を
し
た
チ
ー
ズ
が
乗
っ
て
お

り
、見
た
目
も
可
愛
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
③
ア
ジ
ア
フ
ェ
ア
】

　
久
留
米
大
学
は
中
国
人
留
学
生
が
多
い
こ
と
か
ら
、母

国
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
中
華
メ
ニ
ュ
ー
を
中

心
に
し
た
フ
ェ
ア
を
２
週
間
実
施
し
ま
し
た
。麻
婆
豆
腐

や
エ
ビ
マ
ヨ
、春
巻
き
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
の
フ
ェ
ア

を
通
し
て
、定
番
メ
ニ
ュ
ー
に
な
る
ほ
ど
、ア
ジ
ア
フ
ェ

ア
は
好
評
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
④
ア
ジ
ア
フ
ェ
ア
第
二
弾
】

　
ア
ジ
ア
フ
ェ
ア
が
好
評
に
つ
き
第
二
弾
を
開
催
し
ま
し

た
。次
は
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
、フ
ォ
ー
、ル
ー
ロ
ー
ハ
ン
と
い
う

か
な
り
珍
し
い
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。馴
染

み
の
な
い
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、な
か

な
か
思
う
よ
う
に
売
上
が
伸
び
ず
に
苦
戦
し
ま
し
た
。そ

ん
な
時
は
声
か
け
を
大
切
に
行
い
、自
分
自
身
で
食
べ
た

感
想
を
伝
え
た
り
、普
段
で
は
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い

機
会
な
の
で
是
非
！
と
い
っ
た
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

【
⑤
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア
】

　
12
月
に「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア
」を
１
週
間
開
催
し
ま

し
た
。ク
リ
ス
マ
ス
に
何
が
食
べ
た
い
か
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
質
問
を
取
り
、多
か
っ
た
も
の
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
ま

し
た
。ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
、グ
ラ
タ
ン
、　
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
な
ど
学
食
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
大
き
く
上
回
る
豪
華

な
メ
ニ
ュ
ー
に
し
ま
し
た
。学
内
の
パ
ン
屋
さ
ん
に
も
協

力
を
し
て
も
ら
い
、ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
パ
ン
や
雪
だ
る

ま
パ
ン
を
数
量
限
定
で
販
売
し
ま
し
た
。学
食
メ
ニ
ュ
ー

も
パ
ン
も
、全
て
昼
休
み
前
に
は
完
売
す
る
ほ
ど
大
盛
況

飲
食
店
へ
自
分
た
ち
で
交
渉
に
行
き
、仕
入
・
販
売
・
広
報
・
集
客
の

全
て
に
関
わ
っ
た
企
画
で
す
。学
生
5
人
で
交
渉
し
、4
つ
の
果
樹

園
と
5
つ
の
飲
食
店
に
参
加
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
中
で

も
、私
は
藤
山
町
の
フ
ル
ト
リ
エ
中
村
果
樹
園
と
呼
ば
れ
る
梨
農
園

とC
in
q
 B
o
u
c
le

（
サ
ン
ク
ブ
ー
ク
レ
）と
い
う
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

デ
ィ
店
を
担
当
し
ま
し
た
。私
は
農
園
で
1
日
働
き
な
が
ら
、若
者

に
梨
を
売
り
込
む
悩
み
を
聞
き
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
が
実
際
に
始

ま
っ
た
時
に
は
、農
家
さ
ん
の
悩
み
を
参
考
に
多
く
の
若
者
に
梨
を

手
に
取
っ
て
も
ら
う
為
に
、「
む
く
み
予
防
」と
い
っ
た
梨
の
効
能
や

梨
キ
ム
チ
な
ど
梨
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
を
書
い
た
チ
ラ
シ

を
配
布
し
販
売
し
ま
し
た
。ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
を
使
っ
て
食
品
サ
ン
プ
ル
を
作
り
、P
R
し
ま
し
た
。フ
ェ
ア
が

お
よ
そ
1
ヶ
月
間
の
開
催
だ
っ
た
の
で
、フ
ェ
ア
中
は
、ぶ
ど
う
の

る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。先
生
に
頼
る
こ
と
な
く
、久
留

米
市
の
農
園
に
直
接
依
頼
し
、協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
働
き
か
け
ま
し
た
。規
格
外
の
ナ
ス
と
オ
ク
ラ
を
頂
き
、

学
食
に
51
食
分
の
マ
ー
ボ
ー
茄
子
と
79
食
分
の
オ
ク
ラ
の

天
ぷ
ら
、オ
ク
ラ
の
た
た
き
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、好
評
で

す
ぐ
に
完
売
し
ま
し
た
。学
食
の
利
用
者
も
徐
々
に
増
え
、

フ
ー
ド
ロ
ス
を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

 【
②
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
フ
ェ
ア
】

　
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
が
多
い
大
学
生
に
、自
炊

す
る
中
で
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
て
い
る
人
が
少
な
い
と

感
じ
、秋
の
味
覚
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
フ
ェ

ア
を
5
日
間
実
施
し
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
人
気
メ

ニ
ュ
ー
だ
っ
た
オ
ム
ラ
イ
ス
、き
の
こ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
パ
ス
タ
を
提
案
し
ま
し
た
。オ
ム
ラ
イ
ス
の

無
料
試
食
会
を
実
施
し
た
り
、飲
食
店
か
ら
取
り
寄
せ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
前
半
と
後
半
で
変
え
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。ま
た
、豪
雨
に

よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
右
田
果
樹
園
へ
学
生
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
、実
際
に
感
じ
た
こ
と
や
、復
興
か
ら
出
店
に
至
る
ま
で
の
過

程
を
資
料
と
し
て
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
祭
り
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、企
画
・
仕
入
・
宣
伝
・
販
売
と
い
う
流
れ
を
体

験
す
る
こ
と
で
、タ
ス
ク
や
小
さ
な
ノ
ル
マ
を
設
定
し
続
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
学
ぶ
こ
と
も
で
き
、最
終
日
に
は
売
上
目
標
の
40
万
円

を
達
成
し
ま
し
た
。

【
②
ク
リ
ス
マ
ス
焼
き
菓
子
マ
ル
シ
ェ
】

　
フ
ル
ー
ツ
祭
り
の
反
省
を
活
か
し
、ク
リ
ス
マ
ス
焼
き
菓
子
マ
ル

シ
ェ
を
企
画
・
運
営
し
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
祭
り
で
は
広
報
活
動
が

チ
ラ
シ
配
り
の
み
だ
っ
た
の
で
、今
回
は
自
分
た
ち
で
動
画
を
作
成

し
、P
R
し
ま
し
た
。ま
た
、飲
食
店
選
び
の
際
に
は
、価
格
だ
け
に

こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、味
や
見
た
目
、日
持
ち
す
る
商
品
で
あ
る

か
ど
う
か
な
ど
も
意
識
し
て
、実
際
に
お
店
の
商
品
を
購
入
し
、学

生
で
試
食
会
を
開
き
、慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
。フ
ル
ー
ツ
祭
り
と

同
様
に
自
分
た
ち
で
交
渉
に
行
き
、ス
イ
ー
ツ
販
売
し
て
い
る
9
つ

の
お
店
と
、雑
貨
を
販
売
し
て
い
る
13
の
お
店
に
出
店
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ク
リ
ス
マ
ス
焼
き
菓
子
マ
ル
シ
ェ
は
開
催
期
間
が
2
週

間
と
フ
ル
ー
ツ
祭
り
と
比
較
す
る
と
短
か
っ
た
の
で
す
が
、出
店
い

た
だ
い
て
い
る
お
店
の
数
は
、約
2
倍
に
な
っ
た
の
で
、店
内
の
レ

イ
ア
ウ
ト
を
日
替
わ
り
で
変
更
す
る
な
ど
し
て
、全
て
の
商
品
が
お

客
様
の
目
に
届
く
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。ま
た
、ク
リ
ス
マ
ス

と
い
う
こ
と
で
、期
間
中
に
ケ
ー
キ
1
ホ
ー
ル
や
文
房
具
が
当
た
る

ク
リ
ス
マ
ス
抽
選
会
も
行
い
ま
し
た
。今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
売
上

目
標
の
25
万
円
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。客
、店
、仕
入
先

の「
三
方
よ
し
」を
最
優
先
に
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
行
う
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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Vol.2
久
留
米

大
学
生
が

 【
お
茶
の
歴
史
】　

　
昨
年
（
2
0
2
3
年
）、
八
女
茶
の
歴
史
が
6
0
0

年
を
迎
え
ま
し
た
。室
町
時
代
に
中
国
の
明
か
ら
帰

国
し
た
学
僧
・
栄
林
周
瑞
（
え
い
り
ん
し
ゅ
う
ず
い
）

禅
師
が
、
現
在
の
八
女
市
黒
木
町
の
北
部
に
霊
厳
寺

を
建
立
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
明
か
ら
持
ち
帰
っ
た

茶
の
種
と
栽
培
・
製
茶
法
を
、
当
時
の
庄
屋
・
松
尾

太
郎
五
郎
久
家
（
ま
つ
お
た
ろ
う
ご
ろ
う
ひ
さ
い
え
）

に
伝
授
し
ま
す
。そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
霊
厳
寺

は
「
八
女
茶
発
祥
の
地
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
当
時
、
お
茶
は
非
常
に
希
少
で
、
殿
様
が
薬
と
し
て

飲
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
安
土
桃
山
時
代
に
千
利
休
が
抹
茶
の
普
及
を
行

い
、
江
戸
時
代
に
は
庶
民
も
番
茶
を
飲
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

筑
後
地
方
を
代
表
す
る
伝
統
産
業

　
　
　
　
　
　
〜
八
女
茶
に
つ
い
て
〜

【
八
女
茶
と
は
】

　
八
女
は
、昼
夜
の
寒
暖
差
が
あ
る
た
め
お
茶
づ
く
り

に
最
適
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
生
産
量
は
全
国
で
６

位
、生
産
額
は
３
〜
４
位
と
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
八
女
は
肥
沃
な
土
地
で
様
々
な
作
物
が
育
ち
ま

す
。そ
の
た
め
、
お
茶
を
栽
培
す
る
の
に
最
適
な
土
地

で
す
。ま
た
、
八
女
は
山
に
位
置
す
る
の
で
、
平
地
と

山
の
寒
暖
差
に
よ
り
甘
味
が
増
し
ま
す
。更
に
、
八
女

の
お
茶
は
、
編
ん
だ
藁
で
遮
光
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ

て
お
茶
の
旨
味
成
分
で
あ
る
テ
ア
ニ
ン
が
日
光
に

よ
っ
て
カ
テ
キ
ン
や
カ
フ
ェ
イ
ン
に
変
化
す
る
の
を

防
ぎ
、
甘
み
や
コ
ク
が
あ
り
旨
み
の
強
い
お
茶
に
仕

上
が
り
ま
す
。

【
原
野
製
茶
本
舗
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
】

　
お
茶
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
も
の
を
作
る
こ
と
は
困

難
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
原
野
製
茶
本
舗
さ

ん
の
茶
葉
は
8
月
以
降
、無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
4
月
の

収
穫
期
に
は
残
留
農
薬
が
な
く
な
り
ま
す
。そ
の
た

め
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
近
い
お
茶
を
作
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　
先
代
の
頃
は
、
茶
畑
を
所
有
し
、
収
穫
と
販
売
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
多
事
多
端
で
収
穫
の
時
期

を
逃
し
て
い
た
そ
う
で
す
。そ
こ
で
、
二
代
目
の
現
社

長
か
ら
は
専
売
農
家
と
契
約
し
、収
穫
と
販
売
を
分
業

す
る
方
針
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
産
地
を
豊
富

に
所
有
さ
れ
て
い
る
の
で
、新
芽
を
長
く
扱
え
る
そ
う

で
す
。早
い
所
は
4
月
中
頃
に
、
遅
い
所
は
５
月
末
に

収
穫
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
社
長
は
、
八
女
地
区
で
初
め
て
の
通
販
を
始
め
、

売
り
上
げ
を
伸
ば
さ
れ
て
功
績
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
苦
労
・
課
題
】

　
4
、
５
月
の
繁
忙
期
は
、
1
年
分
の
茶
葉
を
摘
む
た

め
睡
眠
時
間
が
1
日
あ
た
り
4
時
間
ほ
ど
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
に
加
え
、
茶
葉
の
栽
培
は
気
候
に
左
右

さ
れ
や
す
く
霜
が
下
り
る
と
芽
が
赤
く
な
り
、
出
荷

不
能
に
な
り
ま
す
。手
間
暇
か
け
て
育
て
た
茶
葉
が

一
晩
で
水
の
泡
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。ま
た
、
毎

年
茶
葉
の
厚
み
や
香
り
が
変
化
す
る
た
め
、
茶
葉
に

対
応
し
て
製
造
方
法
を
変
え
ま
す
。慣
れ
る
ま
で
は
、

茶
葉
の
加
工
の
調
整
に
苦
戦
す
る
そ
う
で
す
。こ
の

よ
う
な
苦
労
が
あ
っ
て
も
、
お
客
様
の「
美
味
し
か
っ

た
」と
い
う
言
葉
が
励
み
に
な
り
、頑
張
る
こ
と
が
出
来
る
そ
う

で
す
。

　
お
茶
産
業
の
課
題
は
、
お
茶
農
家
の
数
と
生
産
量
の
減
少
で

す
。特
に
手
摘
み
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
深
刻
で
す
。こ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
原
野
製
茶
本
舗
さ
ん
は
商
品
開
発
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

【
多
様
な
商
品
開
発
/
イ
チ
オ
シ
商
品
】

　
お
茶
の
ま
ろ
や
か
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
2
0
年
前
か
ら
お

菓
子
作
り
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。若
者
が
、お
茶
を
飲
む
き
っ
か

け
作
り
を
す
る
た
め
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
販
売
を
始
め

ら
れ
た
そ
う
で
す
。私
た
ち
も
実
際
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
頂

き
ま
し
た
。抹
茶
と
ほ
う
じ
茶
の
２
種
類
の
フ
レ
ー
バ
ー
が
あ

り
、
ど
ち
ら
も
本
格
的
な
お
茶
の
味
わ
い
で
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
原
野
製
茶
本
舗
さ
ん
が
手
が
け
ら
れ
て
い
る
商
品
の

中
で
イ
チ
オ
シ
の
商
品
は
、「
大
人
の
金
平
糖
」
だ
そ
う
で
す
。

『〝
接
待
の
手
土
産
〞 

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
2
1 sp

in
-o
ff

』
の

「
特
選
」を
受
賞
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
代
物
で
す
。他
に
も
、あ
ご

だ
し
や
高
菜
な
ど
様
々
な
商
品
を
手
掛
け
ら
れ
、毎
年
、１
〜
２

商
品
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。昨
年
、
お
菓
子
を
製

造
す
る
た
め
の
工
場
を

自
社
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。従
来
、
無
添
加
の
消

費
期
限
が
短
い
お
菓
子

を
作
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
海
外
向
け
に

日
持
ち
の
す
る
お
菓
子

も
作
ら
れ
る
方
針
で
す
。

 【
展
望
】

　
日
本
が
人
口
減
少
し

て
い
る
た
め
、
海
外
と
の

交
易
を
増
や
し
て
い
く
そ
う
で
す
。現
時
点
で
、台
湾
や
イ
ギ
リ

ス
な
ど
計
５
カ
国
も
の
国
と
交
易
さ
れ
て
い
ま
す
。海
外
は
、コ

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、ヘ
ル
シ
ー
飲
料
が
流
行
し
て
い
ま
す
。お

茶
は
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
健
康
に
良
い
の
で
す
。特
に
、ア
レ
ン

ジ
が
し
や
す
い
抹
茶
が
人
気
と
の
こ
と
で
す
。先
述
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
海
外
向
け
に
日
持
ち
す
る
焼
き
菓
子
を
作
ら

れ
ま
す
。

【
絣
藍
ド
ル
・
あ
い
く
る
と
の
コ
ラ
ボ
】

　
本
誌
の
取
材
を
機
に
原
野
製
茶
本
舗
さ
ん
と
絣
藍
ド
ル
・
あ

い
く
る
の
コ
ラ
ボ
商
品
の
発
売
が
決
定
し
ま
し
た
！
あ
い
く
る

が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
水
出
し
煎
茶
、ほ
う
じ
茶
、玄
米

茶
の
三
種
の
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
発
売
し
ま
す
。お
茶
の

種
類
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
す
。お
水
や
お

湯
に
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
入
れ
る
だ
け
で
本
格
的
な
お
茶
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

茶の葉堂の新工場と水出し煎茶 

お茶への熱い気持ちを語る社長 茶の葉堂の看板

（店舗で販売されている）バラエティに富んだ商品 

ほうじ茶と抹茶の
ソフトクリーム 

特選を受賞した
【大人の金平糖】 

茶の葉堂×あいくるの
コラボティーバッグ

↑水出し煎茶の飲み方
　はこちらから

久留米大学　法学部法律学科 4年
絣藍ドルあいくる　ポジティブ担当　
森美咲

久留米大学　法学部法律学科 4年
絣藍ドルあいくる　スイーツ担当　
松藤花華
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Vol.2
久
留
米

大
学
生
が

 【
お
茶
の
歴
史
】　

　
昨
年
（
2
0
2
3
年
）、
八
女
茶
の
歴
史
が
6
0
0

年
を
迎
え
ま
し
た
。室
町
時
代
に
中
国
の
明
か
ら
帰

国
し
た
学
僧
・
栄
林
周
瑞
（
え
い
り
ん
し
ゅ
う
ず
い
）

禅
師
が
、
現
在
の
八
女
市
黒
木
町
の
北
部
に
霊
厳
寺

を
建
立
し
ま
し
た
。そ
の
時
に
明
か
ら
持
ち
帰
っ
た

茶
の
種
と
栽
培
・
製
茶
法
を
、
当
時
の
庄
屋
・
松
尾

太
郎
五
郎
久
家
（
ま
つ
お
た
ろ
う
ご
ろ
う
ひ
さ
い
え
）

に
伝
授
し
ま
す
。そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
霊
厳
寺

は
「
八
女
茶
発
祥
の
地
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
当
時
、
お
茶
は
非
常
に
希
少
で
、
殿
様
が
薬
と
し
て

飲
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
安
土
桃
山
時
代
に
千
利
休
が
抹
茶
の
普
及
を
行

い
、
江
戸
時
代
に
は
庶
民
も
番
茶
を
飲
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

筑
後
地
方
を
代
表
す
る
伝
統
産
業

　
　
　
　
　
　
〜
八
女
茶
に
つ
い
て
〜

【
八
女
茶
と
は
】

　
八
女
は
、昼
夜
の
寒
暖
差
が
あ
る
た
め
お
茶
づ
く
り

に
最
適
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
生
産
量
は
全
国
で
６

位
、生
産
額
は
３
〜
４
位
と
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
八
女
は
肥
沃
な
土
地
で
様
々
な
作
物
が
育
ち
ま

す
。そ
の
た
め
、
お
茶
を
栽
培
す
る
の
に
最
適
な
土
地

で
す
。ま
た
、
八
女
は
山
に
位
置
す
る
の
で
、
平
地
と

山
の
寒
暖
差
に
よ
り
甘
味
が
増
し
ま
す
。更
に
、
八
女

の
お
茶
は
、
編
ん
だ
藁
で
遮
光
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ

て
お
茶
の
旨
味
成
分
で
あ
る
テ
ア
ニ
ン
が
日
光
に

よ
っ
て
カ
テ
キ
ン
や
カ
フ
ェ
イ
ン
に
変
化
す
る
の
を

防
ぎ
、
甘
み
や
コ
ク
が
あ
り
旨
み
の
強
い
お
茶
に
仕

上
が
り
ま
す
。

【
原
野
製
茶
本
舗
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
】

　
お
茶
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
も
の
を
作
る
こ
と
は
困

難
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
原
野
製
茶
本
舗
さ

ん
の
茶
葉
は
8
月
以
降
、無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
4
月
の

収
穫
期
に
は
残
留
農
薬
が
な
く
な
り
ま
す
。そ
の
た

め
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
近
い
お
茶
を
作
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　
先
代
の
頃
は
、
茶
畑
を
所
有
し
、
収
穫
と
販
売
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
多
事
多
端
で
収
穫
の
時
期

を
逃
し
て
い
た
そ
う
で
す
。そ
こ
で
、
二
代
目
の
現
社

長
か
ら
は
専
売
農
家
と
契
約
し
、収
穫
と
販
売
を
分
業

す
る
方
針
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
産
地
を
豊
富

に
所
有
さ
れ
て
い
る
の
で
、新
芽
を
長
く
扱
え
る
そ
う

で
す
。早
い
所
は
4
月
中
頃
に
、
遅
い
所
は
５
月
末
に

収
穫
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
社
長
は
、
八
女
地
区
で
初
め
て
の
通
販
を
始
め
、

売
り
上
げ
を
伸
ば
さ
れ
て
功
績
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
苦
労
・
課
題
】

　
4
、
５
月
の
繁
忙
期
は
、
1
年
分
の
茶
葉
を
摘
む
た

め
睡
眠
時
間
が
1
日
あ
た
り
4
時
間
ほ
ど
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
に
加
え
、
茶
葉
の
栽
培
は
気
候
に
左
右

さ
れ
や
す
く
霜
が
下
り
る
と
芽
が
赤
く
な
り
、
出
荷

不
能
に
な
り
ま
す
。手
間
暇
か
け
て
育
て
た
茶
葉
が

一
晩
で
水
の
泡
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。ま
た
、
毎

年
茶
葉
の
厚
み
や
香
り
が
変
化
す
る
た
め
、
茶
葉
に

対
応
し
て
製
造
方
法
を
変
え
ま
す
。慣
れ
る
ま
で
は
、

茶
葉
の
加
工
の
調
整
に
苦
戦
す
る
そ
う
で
す
。こ
の

よ
う
な
苦
労
が
あ
っ
て
も
、
お
客
様
の「
美
味
し
か
っ

た
」と
い
う
言
葉
が
励
み
に
な
り
、頑
張
る
こ
と
が
出
来
る
そ
う

で
す
。

　
お
茶
産
業
の
課
題
は
、
お
茶
農
家
の
数
と
生
産
量
の
減
少
で

す
。特
に
手
摘
み
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
深
刻
で
す
。こ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
原
野
製
茶
本
舗
さ
ん
は
商
品
開
発
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

【
多
様
な
商
品
開
発
/
イ
チ
オ
シ
商
品
】

　
お
茶
の
ま
ろ
や
か
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
2
0
年
前
か
ら
お

菓
子
作
り
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。若
者
が
、お
茶
を
飲
む
き
っ
か

け
作
り
を
す
る
た
め
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
販
売
を
始
め

ら
れ
た
そ
う
で
す
。私
た
ち
も
実
際
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
頂

き
ま
し
た
。抹
茶
と
ほ
う
じ
茶
の
２
種
類
の
フ
レ
ー
バ
ー
が
あ

り
、
ど
ち
ら
も
本
格
的
な
お
茶
の
味
わ
い
で
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
原
野
製
茶
本
舗
さ
ん
が
手
が
け
ら
れ
て
い
る
商
品
の

中
で
イ
チ
オ
シ
の
商
品
は
、「
大
人
の
金
平
糖
」
だ
そ
う
で
す
。

『〝
接
待
の
手
土
産
〞 

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
2
1 sp

in
-o
ff

』
の

「
特
選
」を
受
賞
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
代
物
で
す
。他
に
も
、あ
ご

だ
し
や
高
菜
な
ど
様
々
な
商
品
を
手
掛
け
ら
れ
、毎
年
、１
〜
２

商
品
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。昨
年
、
お
菓
子
を
製

造
す
る
た
め
の
工
場
を

自
社
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。従
来
、
無
添
加
の
消

費
期
限
が
短
い
お
菓
子

を
作
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
海
外
向
け
に

日
持
ち
の
す
る
お
菓
子

も
作
ら
れ
る
方
針
で
す
。

 【
展
望
】

　
日
本
が
人
口
減
少
し

て
い
る
た
め
、
海
外
と
の

交
易
を
増
や
し
て
い
く
そ
う
で
す
。現
時
点
で
、台
湾
や
イ
ギ
リ

ス
な
ど
計
５
カ
国
も
の
国
と
交
易
さ
れ
て
い
ま
す
。海
外
は
、コ

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、ヘ
ル
シ
ー
飲
料
が
流
行
し
て
い
ま
す
。お

茶
は
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
健
康
に
良
い
の
で
す
。特
に
、ア
レ
ン

ジ
が
し
や
す
い
抹
茶
が
人
気
と
の
こ
と
で
す
。先
述
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
海
外
向
け
に
日
持
ち
す
る
焼
き
菓
子
を
作
ら

れ
ま
す
。

【
絣
藍
ド
ル
・
あ
い
く
る
と
の
コ
ラ
ボ
】

　
本
誌
の
取
材
を
機
に
原
野
製
茶
本
舗
さ
ん
と
絣
藍
ド
ル
・
あ

い
く
る
の
コ
ラ
ボ
商
品
の
発
売
が
決
定
し
ま
し
た
！
あ
い
く
る

が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
水
出
し
煎
茶
、ほ
う
じ
茶
、玄
米

茶
の
三
種
の
お
茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
発
売
し
ま
す
。お
茶
の

種
類
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
り
ま
す
。お
水
や
お

湯
に
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
入
れ
る
だ
け
で
本
格
的
な
お
茶
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

茶の葉堂の新工場と水出し煎茶 

お茶への熱い気持ちを語る社長 茶の葉堂の看板

（店舗で販売されている）バラエティに富んだ商品 

ほうじ茶と抹茶の
ソフトクリーム 

特選を受賞した
【大人の金平糖】 

茶の葉堂×あいくるの
コラボティーバッグ

↑水出し煎茶の飲み方
　はこちらから

久留米大学　法学部法律学科 4年
絣藍ドルあいくる　ポジティブ担当　
森美咲

久留米大学　法学部法律学科 4年
絣藍ドルあいくる　スイーツ担当　
松藤花華
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社
）を
継
ぐ
つ
も
り
で
し
た
が
、昔
の
思
い
出（
イ
タ
リ

ア
料
理
）が
忘
れ
ら
れ
ず
、高
校
の
時
に
イ
タ
リ
ア
料

理
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。そ
こ
で
、イ
タ

リ
ア
料
理
の
い
ろ
は
を
学
び
、正
社
員
に
な
り
ま
し

た
。数
店
舗
の
飲
食
店
を
渡
り
歩
き
、料
理
長
・
メ
イ
ン

の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
が
、一
時
、飲
食
店
を

離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。一
度
飲
食
店
を
離
れ
ま

し
た
が
、や
は
り
料
理
を
始
め
た
こ
ろ
の
思
い「
イ
タ

リ
ア
料
理
で
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」が
忘
れ

ら
れ
ず
、自
身
で
起
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
場
所
を
選
ん
だ
理
由
で
す
が
、
15
年
来
の
付
き
合
い

に
な
る
元
同
僚
が
こ
の
地
で
店
舗
を
構
え
て
い
ま
し

た
が
、店
を
辞
め
る
こ
と
と
な
り
、起
業
す
る
な
ら
是

非
こ
こ
に
店
を
構
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、こ
こ
に
出

店
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

Ｑ
．起
業
を
す
る
時
の
一
番
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
に
解
決
し
ま
し
た
か
。

Ａ
．料
理
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
ど
う
や
っ
て

認
知
し
て
も
ら
う
か
？
」が
一
番
の
課
題
で
し
た
。料

理
に
自
信
が
あ
っ
て
も
食
べ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
伝

わ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び

筑
後
信
用
金
庫
共
同
で
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
、集
客

ア
ッ
プ
や
写
真
の
見
せ
方
等
を
学
ぶ
こ
と
で
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
等
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
注

力
し
、徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、お
客
様
も
増
加
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
も
増
え
ま
し
た
。ま
た
、コ
ロ

ナ
禍
以
降
、飲
食
店
の
営
業
形
態
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
中
、当
店
で
は
持
ち
帰
り
用
の
冷
凍
ピ
ザ
も
あ

り
、ま
た
店
舗
前
に
は
冷
凍
ピ
ザ
の
自
動
販
売
機
も
設

置
し
て
い
ま
す
。お
客
様
か
ら
も
大
変
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
．現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

お
す
す
め
の
商
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
．店
名
の「
オ
ス
テ
リ
ア
」は
イ
タ
リ
ア
で
は「
気
軽

に
行
け
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」を
指
し
て
お
り
、お
気
軽
に

ご
来
店
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。お
す
す
め

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、や
は
り
パ
ス
タ
で
は「
ア

マ
ト
リ
チ
ャ
ー
ナ
」、ピ
ザ
は「
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
」が
お

す
す
め
で
す
。「
ア
マ
ト
リ
チ
ャ
ー
ナ
」は
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
に
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
を
絡
め
た
パ
ス
タ
で
、

Ｑ
．何
が
き
っ
か
け
で
起
業
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
。ま
た
、な

ぜ
こ
こ
で
起
業
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
か
。

Ａ
．昔
か
ら
料
理
を
作
る
の
が
好
き
で
し
た
。父
が
デ
ザ
イ
ン
会
社
を
経

営
し
て
い
て
、飲
食
店
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
の
打
ち
合
わ
せ
が
飲
食

店（
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
）で
行
わ
れ
て
い
て
、よ
く
父
に
つ
い
て

行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、イ
タ
リ
ア
料
理
を
食
べ
る
機
会
も
多
く
、イ

タ
リ
ア
料
理
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。将
来
は
父
の
事
業（
デ
ザ
イ
ン
会

オステリアロトス

オステリアロトス
店主

岩崎　靖弘

次世代
経営者にきく!!

自分が培った「イタリア料理」で色々な方々に恩返し

したいという想いで「オステリアロトス」を経営され

ている岩崎靖弘さんにインタビューしました。

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
は
宮
崎
県
の
農
場
か
ら
仕
入

れ
て
い
ま
す
。ラ
ン
チ
は
パ
ス
タ
セ
ッ
ト
・
ピ
ザ
セ
ッ

ト
が
あ
り
、安
価
で
本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
ン
が
楽
し
め

ま
す
。デ
ィ
ナ
ー
も
多
く
の
イ
タ
リ
ア
料
理
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、当
店
の
料
理
を
通
じ
て
、イ
タ
リ
ア
の

食
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す

か
。ま
た
、挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

Ａ
．今
は
と
に
か
く
こ
の
店
を
大
事
に
し
つ
つ
、お
客
様

か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。店
舗
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、最
高
の

お
も
て
な
し
を
行
い
、店
舗
に
来
ら
れ
な
く
て
も
家
庭

で
美
味
し
い
ピ
ザ
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
冷
凍
ピ
ザ
の
自
動
販
売
機
も
設
置
し
て
い
ま
す
。よ

り
多
く
の
お
客
様
に
美
味
し
い
ピ
ザ
を
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
、自
動

販
売
機
は
増
設
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．起
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Ａ
．飲
食
店
勤
務
時
代
は
、料
理
が
上
手
に
な
り
た
い

と
か
、出
世
し
た
い
と
か
自
身
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て

い
ま
し
た
。自
身
の
お
店
を
持
っ
た
現
在
は
、考
え
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。自
身
の
為
か
ら
社
会
や
周
り
の
人

の
為
に
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
が

培
っ
た「
イ
タ
リ
ア
料
理
」で
色
々
な
方
に
恩
返
し
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さん

勤
め
て
い
た
和
菓
子
店
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、

日
々
仕
事
を
こ
な
す
中
で
、や
は
り「
自
身
の
思
い
描

く
和
菓
子
店
を
や
り
た
い
」と
強
く
思
う
よ
う
に
な

り
、今
回
、起
業
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。こ
の

場
所
を
選
ん
だ
理
由
は
、久
留
米
大
学
・
久
留
米
大
学

附
設
中
学
・
高
校
等
も
あ
り
、若
い
人
に
も
和
菓
子
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、こ
の
場
所

を
選
び
ま
し
た
。お
陰
様
で
、学
生
さ
ん
に
も
多
く
来

店
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．起
業
を
す
る
時
の
一
番
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
に
解
決
し
ま
し
た

か
。

Ａ
．設
備
の
面
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。い
か
に
コ
ス

ト
を
抑
え
て
、自
分
た
ち
の
思
い
描
く
和
菓
子
が
作

れ
る
か
。ま
た
、周
辺
地
域
へ
い
か
に
自
身
の
店
舗
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
も
課
題
で
し
た
。現
在
は
口
コ

ミ
、イ
ン
ス
タ
等
の
S
N
S
で
認
知
度
は
上
が
っ
て

き
て
お
り
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

Ｑ
．現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

お
す
す
め
の
商
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
．お
す
す
め
商
品
は
丸
ぼ
う
ろ
で
す
。昔
な
が
ら
の

手
ご
ね
製
法
で
生
地
を
作
り
、一
晩
寝
か
せ
た
生
地

を
高
温
で
焼
き
上
げ
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、外
は

カ
リ
ッ
と
中
は
し
っ
と
り
と
し
、蜂
蜜
の
風
味
が
口

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。ま
た
、月
う
さ
ぎ
も
人
気

商
品
で
す
。蒸
し
た
生
地
に
あ
ん
こ
を
挟
ん
で
、外
の

生
地
は
し
っ
と
り
し
た
ど
ら
焼
き
で
、店
舗
ロ
ゴ
の

う
さ
ぎ
の
刻
印
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、見
た
目

も
楽
し
め
ま
す
。季
節
商
品
も
展
開
し
て
お
り
、春
は

柏
餅
等
、夏
は
わ
ら
び
餅
・
葛
ア
イ
ス
等
、秋
は
十
五

夜
饅
頭
、冬
は
苺
大
福
等
、多
く
の
商
品
を
取
り
揃
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
．今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
い
ま

す
か
。ま
た
、挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

Ａ
．令
和
5
年
11
月
に
店
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、ま
だ
1

年
経
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、ま
ず
は
地
元
に

な
じ
む
こ
と
が
先
決
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。先
日
も

Ｑ
．何
が
き
っ
か
け
で
起
業
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
。ま
た
、

な
ぜ
こ
こ
で
起
業
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
か
。

Ａ
．妻
の
実
家
が
和
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
て
、そ
こ
で
一
緒
に
働
い
て
い

ま
し
た
。働
き
始
め
た
当
初
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、月
日
が
流
れ
て

い
く
う
ち
に
、独
立
し
て
自
分
で
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽

生
え
ま
し
た
。た
だ
、和
菓
子
店
と
い
え
ば
、代
々
続
く
老
舗
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、新
規
出
店
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

和菓子 うさぎや 次世代
経営者にきく!!

多くの人に和菓子のすばらしさを知ってほしいとい

う想いで「和菓子 うさぎや」を経営されている重松保

文さんにインタビューしました。

地
元
で
開
催
さ
れ
た
お
祭
り
の
お
菓
子
の
注
文
が

あ
っ
た
り
、久
留
米
大
学
さ
ん
の
冊
子
に
店
舗
概
要

を
載
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、地
元
で
の
認
知
度
も

上
が
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。S
N
S
等
を
見

て
、遠
方
か
ら
お
越
し
に
な
る
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。今
す
ぐ
事
業
を
拡
大
し
よ
う
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、よ
り
多
く
の
人
に
当
店
の
和
菓
子
を

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
．起
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Ａ
．勤
め
て
い
た
時
は
、ひ
た
す
ら
和
菓
子
を
作
る
こ

と
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。今
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
和
菓
子
作
り
に
も
自
信
が
持
て
て
い
ま
す
し
、

こ
の
店
を
初
め
て
訪
れ
た
方
が
、2
回
、3
回
と
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
に
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。勤
め
て
い
た
時
も
感
謝
の
気
持
ち
は
あ

り
ま
し
た
が
、今
は
よ
り
一
層
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

来
て
く
れ
て
、買
っ
て
く
れ
て
、お
客
様
か
ら「
美
味

し
か
っ
た
よ
」の
一
言
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。こ
の

場
所
に
出
店
し
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、誰
も
が
食
べ
や
す
く
、長
く
愛
さ
れ
る
お
菓

子
作
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和菓子 うさぎや
店主

重松　保文さん

23 ここんにき 22ここんにき特許・商標などの知的財産権は「ちくしん」に相談してみよう。 IT 活用は「ちくしん」に相談してみよう。



オステリアロトス
〒830-0035

福岡県久留米市東和町3-1黒川ビル1F

TEL 0942-27-7687

和菓子 うさぎや
〒839-1851　福岡県久留米市御井町1974-2

TEL 0942-65-8655

社
）を
継
ぐ
つ
も
り
で
し
た
が
、昔
の
思
い
出（
イ
タ
リ

ア
料
理
）が
忘
れ
ら
れ
ず
、高
校
の
時
に
イ
タ
リ
ア
料

理
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。そ
こ
で
、イ
タ

リ
ア
料
理
の
い
ろ
は
を
学
び
、正
社
員
に
な
り
ま
し

た
。数
店
舗
の
飲
食
店
を
渡
り
歩
き
、料
理
長
・
メ
イ
ン

の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
が
、一
時
、飲
食
店
を

離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。一
度
飲
食
店
を
離
れ
ま

し
た
が
、や
は
り
料
理
を
始
め
た
こ
ろ
の
思
い「
イ
タ

リ
ア
料
理
で
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」が
忘
れ

ら
れ
ず
、自
身
で
起
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
場
所
を
選
ん
だ
理
由
で
す
が
、
15
年
来
の
付
き
合
い

に
な
る
元
同
僚
が
こ
の
地
で
店
舗
を
構
え
て
い
ま
し

た
が
、店
を
辞
め
る
こ
と
と
な
り
、起
業
す
る
な
ら
是

非
こ
こ
に
店
を
構
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、こ
こ
に
出

店
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

Ｑ
．起
業
を
す
る
時
の
一
番
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
に
解
決
し
ま
し
た
か
。

Ａ
．料
理
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
ど
う
や
っ
て

認
知
し
て
も
ら
う
か
？
」が
一
番
の
課
題
で
し
た
。料

理
に
自
信
が
あ
っ
て
も
食
べ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
伝

わ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び

筑
後
信
用
金
庫
共
同
で
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
、集
客

ア
ッ
プ
や
写
真
の
見
せ
方
等
を
学
ぶ
こ
と
で
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
等
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
注

力
し
、徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、お
客
様
も
増
加
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
も
増
え
ま
し
た
。ま
た
、コ
ロ

ナ
禍
以
降
、飲
食
店
の
営
業
形
態
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
中
、当
店
で
は
持
ち
帰
り
用
の
冷
凍
ピ
ザ
も
あ

り
、ま
た
店
舗
前
に
は
冷
凍
ピ
ザ
の
自
動
販
売
機
も
設

置
し
て
い
ま
す
。お
客
様
か
ら
も
大
変
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

Ｑ
．現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

お
す
す
め
の
商
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
．店
名
の「
オ
ス
テ
リ
ア
」は
イ
タ
リ
ア
で
は「
気
軽

に
行
け
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」を
指
し
て
お
り
、お
気
軽
に

ご
来
店
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。お
す
す
め

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、や
は
り
パ
ス
タ
で
は「
ア

マ
ト
リ
チ
ャ
ー
ナ
」、ピ
ザ
は「
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
」が
お

す
す
め
で
す
。「
ア
マ
ト
リ
チ
ャ
ー
ナ
」は
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
に
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
を
絡
め
た
パ
ス
タ
で
、

Ｑ
．何
が
き
っ
か
け
で
起
業
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
。ま
た
、な

ぜ
こ
こ
で
起
業
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
か
。

Ａ
．昔
か
ら
料
理
を
作
る
の
が
好
き
で
し
た
。父
が
デ
ザ
イ
ン
会
社
を
経

営
し
て
い
て
、飲
食
店
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
の
打
ち
合
わ
せ
が
飲
食

店（
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
）で
行
わ
れ
て
い
て
、よ
く
父
に
つ
い
て

行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、イ
タ
リ
ア
料
理
を
食
べ
る
機
会
も
多
く
、イ

タ
リ
ア
料
理
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。将
来
は
父
の
事
業（
デ
ザ
イ
ン
会

オステリアロトス

オステリアロトス
店主

岩崎　靖弘

次世代
経営者にきく!!

自分が培った「イタリア料理」で色々な方々に恩返し

したいという想いで「オステリアロトス」を経営され

ている岩崎靖弘さんにインタビューしました。

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
は
宮
崎
県
の
農
場
か
ら
仕
入

れ
て
い
ま
す
。ラ
ン
チ
は
パ
ス
タ
セ
ッ
ト
・
ピ
ザ
セ
ッ

ト
が
あ
り
、安
価
で
本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
ン
が
楽
し
め

ま
す
。デ
ィ
ナ
ー
も
多
く
の
イ
タ
リ
ア
料
理
を
取
り

扱
っ
て
お
り
、当
店
の
料
理
を
通
じ
て
、イ
タ
リ
ア
の

食
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す

か
。ま
た
、挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

Ａ
．今
は
と
に
か
く
こ
の
店
を
大
事
に
し
つ
つ
、お
客
様

か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。店
舗
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、最
高
の

お
も
て
な
し
を
行
い
、店
舗
に
来
ら
れ
な
く
て
も
家
庭

で
美
味
し
い
ピ
ザ
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
冷
凍
ピ
ザ
の
自
動
販
売
機
も
設
置
し
て
い
ま
す
。よ

り
多
く
の
お
客
様
に
美
味
し
い
ピ
ザ
を
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
、自
動

販
売
機
は
増
設
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．起
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Ａ
．飲
食
店
勤
務
時
代
は
、料
理
が
上
手
に
な
り
た
い

と
か
、出
世
し
た
い
と
か
自
身
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て

い
ま
し
た
。自
身
の
お
店
を
持
っ
た
現
在
は
、考
え
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。自
身
の
為
か
ら
社
会
や
周
り
の
人

の
為
に
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
が

培
っ
た「
イ
タ
リ
ア
料
理
」で
色
々
な
方
に
恩
返
し
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さん

勤
め
て
い
た
和
菓
子
店
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、

日
々
仕
事
を
こ
な
す
中
で
、や
は
り「
自
身
の
思
い
描

く
和
菓
子
店
を
や
り
た
い
」と
強
く
思
う
よ
う
に
な

り
、今
回
、起
業
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。こ
の

場
所
を
選
ん
だ
理
由
は
、久
留
米
大
学
・
久
留
米
大
学

附
設
中
学
・
高
校
等
も
あ
り
、若
い
人
に
も
和
菓
子
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、こ
の
場
所

を
選
び
ま
し
た
。お
陰
様
で
、学
生
さ
ん
に
も
多
く
来

店
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．起
業
を
す
る
時
の
一
番
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
に
解
決
し
ま
し
た

か
。

Ａ
．設
備
の
面
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。い
か
に
コ
ス

ト
を
抑
え
て
、自
分
た
ち
の
思
い
描
く
和
菓
子
が
作

れ
る
か
。ま
た
、周
辺
地
域
へ
い
か
に
自
身
の
店
舗
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
も
課
題
で
し
た
。現
在
は
口
コ

ミ
、イ
ン
ス
タ
等
の
S
N
S
で
認
知
度
は
上
が
っ
て

き
て
お
り
、リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

Ｑ
．現
在
の
事
業
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

お
す
す
め
の
商
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ａ
．お
す
す
め
商
品
は
丸
ぼ
う
ろ
で
す
。昔
な
が
ら
の

手
ご
ね
製
法
で
生
地
を
作
り
、一
晩
寝
か
せ
た
生
地

を
高
温
で
焼
き
上
げ
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、外
は

カ
リ
ッ
と
中
は
し
っ
と
り
と
し
、蜂
蜜
の
風
味
が
口

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。ま
た
、月
う
さ
ぎ
も
人
気

商
品
で
す
。蒸
し
た
生
地
に
あ
ん
こ
を
挟
ん
で
、外
の

生
地
は
し
っ
と
り
し
た
ど
ら
焼
き
で
、店
舗
ロ
ゴ
の

う
さ
ぎ
の
刻
印
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、見
た
目

も
楽
し
め
ま
す
。季
節
商
品
も
展
開
し
て
お
り
、春
は

柏
餅
等
、夏
は
わ
ら
び
餅
・
葛
ア
イ
ス
等
、秋
は
十
五

夜
饅
頭
、冬
は
苺
大
福
等
、多
く
の
商
品
を
取
り
揃
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
．今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
目
指
し
て
い
ま

す
か
。ま
た
、挑
戦
し
た
い
夢
や
志
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

Ａ
．令
和
5
年
11
月
に
店
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、ま
だ
1

年
経
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
の
で
、ま
ず
は
地
元
に

な
じ
む
こ
と
が
先
決
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。先
日
も

Ｑ
．何
が
き
っ
か
け
で
起
業
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
。ま
た
、

な
ぜ
こ
こ
で
起
業
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
か
。

Ａ
．妻
の
実
家
が
和
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
て
、そ
こ
で
一
緒
に
働
い
て
い

ま
し
た
。働
き
始
め
た
当
初
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、月
日
が
流
れ
て

い
く
う
ち
に
、独
立
し
て
自
分
で
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽

生
え
ま
し
た
。た
だ
、和
菓
子
店
と
い
え
ば
、代
々
続
く
老
舗
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、新
規
出
店
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

和菓子 うさぎや 次世代
経営者にきく!!

多くの人に和菓子のすばらしさを知ってほしいとい

う想いで「和菓子 うさぎや」を経営されている重松保

文さんにインタビューしました。

地
元
で
開
催
さ
れ
た
お
祭
り
の
お
菓
子
の
注
文
が

あ
っ
た
り
、久
留
米
大
学
さ
ん
の
冊
子
に
店
舗
概
要

を
載
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、地
元
で
の
認
知
度
も

上
が
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。S
N
S
等
を
見

て
、遠
方
か
ら
お
越
し
に
な
る
お
客
様
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。今
す
ぐ
事
業
を
拡
大
し
よ
う
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、よ
り
多
く
の
人
に
当
店
の
和
菓
子
を

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
．起
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

Ａ
．勤
め
て
い
た
時
は
、ひ
た
す
ら
和
菓
子
を
作
る
こ

と
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。今
は
、こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
和
菓
子
作
り
に
も
自
信
が
持
て
て
い
ま
す
し
、

こ
の
店
を
初
め
て
訪
れ
た
方
が
、2
回
、3
回
と
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
に
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。勤
め
て
い
た
時
も
感
謝
の
気
持
ち
は
あ

り
ま
し
た
が
、今
は
よ
り
一
層
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

来
て
く
れ
て
、買
っ
て
く
れ
て
、お
客
様
か
ら「
美
味

し
か
っ
た
よ
」の
一
言
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。こ
の

場
所
に
出
店
し
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、誰
も
が
食
べ
や
す
く
、長
く
愛
さ
れ
る
お
菓

子
作
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和菓子 うさぎや
店主

重松　保文さん

23 ここんにき 22ここんにき特許・商標などの知的財産権は「ちくしん」に相談してみよう。 IT 活用は「ちくしん」に相談してみよう。



25 ここんにき なんでんかんでん「ちくしん」に相談したらよかっちゃなかですか。 24ここんにき新しく事業を始める時は、「ちくしん」に相談してみよう。

6

3

5

6

8

14

16

17

18

17

19

21

22

22

24

24%

16%

14%

11%

9%

8%

4%

4%

4% 3%
1%

2%

4%

33%

35%

26%

2%

22%

59%

17%

2%

15%

37%
41%

6%

1%

18
1
1

5
5
5

6
4

7
7

8
8

11
12

17
19
19

22
27

OB

SNS

ホンネ久留米大学生にきく！若者の

ご両親または保護者の方は、あなたの就職活動に対してどの程度関心を持っていますか

ご両親または保護者の方の、あなたの就職活動に対する関わり方について、
あなたはどのように感じていますか

ご両親または保護者の方以外の方で、
あなたの周りに自分自身の仕事の内容について話してくれる社会人の方はいますか

就職活動におけるあなたの最大の武器は何だと思いますか

あなたに欠けていると思うものは何ですか

転勤がある会社への応募・入社をどう考えますか

両親または保護者のうち、「とても関

心がある」は全体の22％で、「ある程度

関心がある」（59％）との合計は81％

となりました。

両親または保護者は、わたしたちの就

職活動に関心を持ち、その行く末を案

じてくれています。

両親または保護者のうち約８割はわた
したちの就職活動に関心あり！

ただし、両親または保護者のうち４

８％は、わたしたちの就職活動への関

わり方について「かなり不満である」

（1%）「やや不満である」（6%）「どちら

ともいえない」（41%）と感じているよ

うです。

わたしたちの就職活動について、両親
または保護者の過半数は満足してく
れている、と感じてます！

ベスト５は「親戚」「大学の先生」

「きょうだい」「祖父母」「アルバイ

ト先の上司や先輩」です。

一方、「そのような人はいない」も

多いです。

両親または保護者以外では、「親
戚」「きょうだい」「祖父母」そし
て「大学の先生」を頼りにしてい
ます！

自分の最大の武器は、上位から

「コミュニケーション能力」「ア

ルバイト経験」「サークル活動・

部活動の経験」「忍耐力・粘り強

さ」と回答しています。

最大の武器が「コミュニケー

ション能力」とは、久留米大学

生は頼もしいですね！

「コミュニケーション能力」に
自信あり！！

最近の若者が自覚している「自分に欠けて

いるもの」の調査です。

「主体性」が欠けているという自覚、「ストレ

スコントロール力」が欠けているという自

覚、「柔軟性」が欠けているという自覚、は最

近の若者の世相を表すキーワードかもしれ

ません。

自分に欠けているのは「主体性」「ストレス
コントロール力」「柔軟性」がワースト３

ただし、「転勤がある会社に入社したい」

（2％）「転勤があるかないかは気にしない」

（26％）「転勤は嫌だが、他の条件がよければ

問題ない」（35%）の合計は63%もあります。

なお、大手人材派遣会社の全国調査では「転

勤がある会社への応募・入社を回避する割

合は、約50％であり、久留米大学生は転勤を

あまり苦にしない人が多い？ようです。

転勤がある会社への応募・入社を回避する
割合は、37％

～久留米大学生の就職活動～
　久留米大学生93名を対象に、「就職活動」についてのアンケート調査を実施しました。（複数回答や無回答が含まれるた

め、必ずしも100％にならない場合があります。）



25 ここんにき なんでんかんでん「ちくしん」に相談したらよかっちゃなかですか。 24ここんにき新しく事業を始める時は、「ちくしん」に相談してみよう。
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